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ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）の策定について 

 

１ 基本的な考え方 

県教育委員会では、平成27年３月に「ひょうご子どもの読書活動推進計画（第３次）」

を策定し、子どもの読書活動の推進に取り組んできた。 

令和元年度末に計画期間が満了することにより、「ひょうご子どもの読書活動推進計画

（第４次）策定検討懇話会」の意見を踏まえ、「本への関心を高め、読書習慣の定着を図

る」ことを基本方針をとして、家庭、地域、学校において、関係機関と連携を図りなが

ら子どもの発達段階に応じた取組を進めるための方向性を示す「ひょうご子どもの読書

活動推進計画（第４次）」を策定する。 

 

２ 計画の性格 

○ 「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年法律第154号）（以下、「推進法」

という。）及び国の「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（以下、「基

本計画」という。）に基づく本県の子どもの読書活動に関する基本的な計画。 

○ 推進法第９条第２項の規定に基づき、市町が「子どもの読書活動の推進に関する施策

についての計画」を策定及び改訂する際の基本となるもの。 

○ 「第３期ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」に掲げた目標を推進する

ものとして位置づけ、本県の子どもの読書活動の推進に取り組むための施策の方向性を

示すもの。 

 

３ 計画の期間 

令和２（2020）年度から令和５年度（2023）年度までの４カ年 

 

４ 策定の経緯 

(1) ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）策定検討懇話会による意見聴取（３回） 

(2) 兵庫県教育委員会によるひょうご子どもの読書活動推進計画（素案）の作成 

(3) パブリック・コメント（令和２年２月７日～令和２年２月27日）の結果 

意見提出数：76件（26人） 

対応の内訳：反映した       10件 

既に盛込み済み    2件 

今後の取組の参考   41件 

その他        23件 
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は じ め に 
 

読書は知識や情報を得ることができ、また、先哲の教えや人類の英知、営為と

出会い、これから身を投じる社会やまだ見ぬ未来など、自分が体験できない世界

を想像する力を育てるものです。そのため、子どもにとって読書活動は、人生を

より深く生きる力を身につけていく上で欠くことができません。 

このような読書活動の重要性にも関わらず、本県における本を読む子どもの割

合は全国平均よりも低く、乳幼児期の読み聞かせなどの経験がない子どもが増え

るなど、家庭や学校で、本を通して言葉に触れることが減っています。 

そのため社会全体で積極的に読書活動を推進する環境を整備していくことが極

めて重要です。 

兵庫県においては、平成16年に「ひょうご子どもの読書活動推進計画」を策定

し、生涯にわたり自ら学ぶ力を養うために、子どもの読書環境の整備・充実に取

り組んできました。 

平成27年に策定した第３次計画においても「子どもが本に出会い、触れる機会

の充実」、「子どもの読書活動を支える人材の育成」を基本方針として、家庭、地

域、学校において、関係機関との連携を図りながら、乳幼児期や小・中・高の発

達段階に応じた取組を進めてまいりました。 

これらの現状を踏まえ、この度、今後４年間の読書活動に対する取組の方向性

を示す、「ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）」を策定しました。 

本計画では、読書を通じて、豊かな心の育成を旨とし、子どもの本への関心を

高め、読書習慣の定着を図ることを基本方針として掲げ、本県における子どもの

読書活動の在り方を提示しています。 

今後、市町に対して、子どもの読書活動に関する施策の策定を促すとともに、

家庭、地域、学校における読書活動を推進するための指針として活用するよう働

きかけていきます。 

 

令和２年３月 

                           兵庫県教育委員会 
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１ 計画の性格 

 

 本計画の性格は次のとおりである。 

 

・ 「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年法律第154号）（以下、

「推進法」という。）及び国の「子供の読書活動の推進に関する基本的な計

画（第四次）」（以下、「基本計画」という。）に基づく本県の子どもの読書活

動に関する基本的な計画。 

 

・ 推進法第９条第２項の規定に基づき、市町が「子どもの読書活動の推進に

関する施策についての計画」を策定及び改訂する際の基本となるもの。 

 

・ 「第３期ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」※１に掲げた目

標を推進するものとして位置づけ、本県の子どもの読書活動の推進に取り組

むための施策の方向性を示すもの。 

 

 
 
 
 

２ 計画の期間及び運用 

 

・ 計画の期間は、令和２年度から令和５年度までの４カ年とする。 

 

・ 具体的施策の推進にあたっては、県・市町（学校、社会教育施設等）、家庭、

地域が一体となって、教育関係の公益法人、ＮＰＯ（非営利団体）等の関係

団体とも連携を図りつつ、社会全体で子どもの読書活動を推進し、もって教

育の向上に取り組む。 

 

・ 取組の指標の目標値は、推進状況や国の動向等により見直すことがある。 

  

 

 

 

 

 

※１「第３期ひょうご教育創造プラン」 
兵庫県教育基本計画。教育基本法第17条第２項に基づ

く､本県の教育施策に関する基本的な計画。令和元年度

～令和５年度までの５カ年の計画。 
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第１章  第３次計画の実績と課題 

 

第３次計画では「子どもが本に出会い、触れる機会の充実」及び「子どもの読

書活動を支える人材の育成」を基本方針に掲げ、総合的な数値目標として「平日

の家庭や図書館で１日あたり30分以上読書する児童生徒の割合」を設定した。 

平成30年度の実績値を見ると、下表のとおり、小学校では39.7％（目標：

42％）、中学校では27.1％（同33％）、高等学校では12.4％（同16％）であり、い

ずれも目標を達成できていない。特に、小学校・高等学校では、平成26年度から

若干、増加している一方、中学校は低下する結果となった。 

子どもが本に向かわない理由は様々考えられるが、特に中学校及び高等学校で

は、家庭学習や部活動の時間が増加し、読書時間の確保が難しい状況にあるもの

と推測される。※また、後述するＩＣＴ環境の変化も読書時間の減少に影響を与

えてきたと推察される。 

 

 

  

評価：目標値に対する実績値の伸び率の割合 100％◎、90％以上○、70％△、70％未満×

（以下同じ） 

〔小学校・中学校：全国学力・学習状況調査※２（文部科学省）〕 

〔高等学校：生活実態・学習状況調査（兵庫県教育委員会）〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 総括 

目   標 実績値 第３次計画 
目標値 

実績値 評

価 H26 H30 

平日の家庭や図書館で１日 

あたり30分以上読書する 

児童生徒の割合 
※（ ）は全国平均（小中のみ）              

小学校 
37.2% 

（38.2%） 
42% 

39.7% 

（41.1%） 

× 
中学校 

28.5% 

（31.4%） 
33% 

27.1% 

（30.9%） 

高等学校 11.0% 16% 12.4% 

※ 文部科学省調査によると、高校生が本を読まない理

由は、「他の活動などで時間がなかったから」、「他にし

たいことがあったから」、「普段から本を読まないから」

などが多く挙げられている（「子供の読書活動の推進等

に関する調査研究」（平成 28 年））。 

※２ 全国学力・学習状況調査 
 子どもたちの学力状況を全国的に把握するため、文部

科学省が実施している調査。平成19年度から実施してい

る。 
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(1) 第３次計画で設定した指標の達成状況 

※ ④・⑤は平成28年度調査の実績。④の高等学校の平成26年度は学校司書以外の職

員も含めた割合となっている。 
①③〔兵庫県立図書館調べ〕、②〔兵庫県公共図書館調査〕、④⑤⑥〔学校図書館の現状に関する調査〕 

 

(2) 項目別の達成状況 

① ブックスタート※３の取組 

乳幼児検診時において読み聞かせの体験とともに乳幼児と保護者に絵本

を手渡し、家族のコミュニケーションを促す活動である「ブックスタート」

は、平成30年度にはほとんどの市町で行われており、乳幼児期に本に出会

う環境が整えられている。乳幼児期に本と触れ合う経験が、その後の読書

習慣の定着のために極めて重要であることから、市町では福祉部局と連携

するなど、引き続き、積極的に取り組む必要がある。 

         

② 公立図書館における中高生向けの図書コーナー※４の設置 

県内の公立図書館における中高生向けの図書コーナーの設置率は71.2％

となっており、第３次計画の目標値には届いていない。そうした中、高校

２ 主な取組指標の状況 

区   分 実績値 第３次計画 
目標値 

実績値 評

価 H26 H30 

①ブックスタートに取り組んでいる

市町の割合 
90.2% 
(37市町) 

100% 
97.6% 
(40市町) 

△ 

②公立図書館における中高生向け図書

コーナーの設置率 
68.8% 
(69館) 

74% 
71.2% 
(74館) 

× 

③公立図書館で活動するボランティア

団体数 
212団体 250団体 216団体 × 

④学校司書の配置率 

小学校 10.7% 
(83校) 16％ 

※32.1% 
(243校) ◎ 

中学校 11.3% 
(39校) 

16％ 
※28.8% 
(98校) 

◎ 

高等学校 42.8%※ 
(68校) 

45％ 
※3.9% 
(６校) 

― 

⑤学校図書館図書標準を達

成している学校の割合 

小学校 61.1% 
(472校) 

71% 
※66.5% 
(499校) 

× 

中学校 53.9% 
(186校) 

64% 
※63.1% 
(214校) 

○ 

⑥子どもの読書活動推進計画を策定

している市町の割合 
68.3% 
(28市町) 

100% 
80.5% 
(33市町) 

× 

※４ 中高生向けの図書コーナー（ＹＡコーナー） 
 中高生の図書館利用の促進を図るため、図書館に設け

られた図書コーナー。ＹＡ（ヤングアダルト）コーナー

ともいう。 

※３ ブックスタート 
 市町の保健福祉センター等で行われる乳幼児検診時に

ブックスタートパック（絵本、おすすめ絵本のリスト、

図書館便り、図書館利用案内、図書館カード申請書、カ

バン等）を配布するとともに読み聞かせの効果や方法を

アドバイスするもの。 
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生自らがコーナーの選書をしたり、同世代の高校生に向けた広報誌の編

集・発行に携わったりするなど、高校生がコーナーの運営に参画する公立

図書館では、中高生の利用者数の増加に寄与している。学校図書館を超え

る蔵書を有する公立図書館において、生徒の本に対する関心を高める取組

を実施することは大変有意義であり、更なる取組の推進が必要である。 

 

③ 公立図書館におけるボランティア団体の活動 

公立図書館では、ボランティア団体による来館者に対する読み聞かせ、

障害者へのサービスの提供、書架整理、環境美化等を行っている。ボラン

ティア団体は平成30年度では216団体となっており、第３次計画期間中、

一定の増加を示しているものの、目標値には届いていない。 

ボランティア団体は、図書館の活動を充実させ、子どもの読書活動の推

進に重要な役割を担っている。今後も、読書活動の担い手として、積極的

な参画を促す必要がある。 

 

④ 学校司書※５の配置 

平成26年度の学校図書館法の改正により、学校司書の位置づけが法的に

明確化され、配置することが自治体の努力義務とされた。これを受け、小

中学校における学校司書の配置は増加し、平成30年度には目標を達成して

いる。高等学校においては、学校図書館担当職員を配置し、生徒の読書活

動を充実させる取組が進められている一方、学校司書については、十分に

その配置が進んでおらず改善が求められる。 

 

⑤ 学校図書館図書標準※６の達成 

小中学校の学校図書館における学校図書館図書標準の達成状況について

は、小学校では、目標水準まで至っていないものの、増加傾向にあり、ま

た、中学校では、目標を達成し、学校図書館における蔵書の充実が図られ

てきた。引き続き、児童生徒の本への関心を高める蔵書の充実に向けた取

組を推進する必要がある。 
 

⑥ 市町における読書活動推進計画の策定 

推進法では、子どもの読書活動を総合的かつ計画的に推進するため、市

町推進計画を策定するよう求めている。推進計画の策定状況については、

策定している市町は大幅に増えているものの、目標である全市町での策定

には至っていない。 

子どもの読書活動を推進する上での基本的方向性を住民に対して分かり

やすく示すことは重要であり、県としては引き続き、未策定の市町に対し

て速やかな策定を働きかけるとともに、必要な助言を行っていく。 

 

 

 

※５ 学校司書 
学校図書館の運営の改善及び向上を図り、児童又は生

徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資す

るため専ら学校図書館の職務に従事する職員。 
 
 

※６ 学校図書館図書標準 
 公立義務教育諸学校において整備すべき蔵書の標準と

して学校の規模に応じて定めたもの。 
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(3) その他、分野別の取組状況 

  

ア 家庭・地域 

  (ｱ) 公立図書館の整備  

    平成28年度に新たに伊丹市立図書館神津分館が開設され、全41市町の

うち、38市町で公立図書館が設置されている。未設置の市町では、公民

館内に図書室を設置する等、子どもの読書環境の充実に努めている。 
  

 

 

 

〔兵庫県公立図書館調査〕 

 

(ｲ) 公立図書館の利用状況 

ほとんどの公立図書館では、子どもの利用促進を図ることを目的とし

て、児童室等の児童生徒を対象としたスペースを設置している。 

また、児童生徒数の減少を反映して公立図書館での児童の利用者数

（登録者数）は減少しているが、児童への貸出冊数は増加している。ま

た、県内の全幼児及び児童数に対する１人あたりの貸出冊数は大きく増

加している。引き続きその推進が必要である。 

 

                   

 

 

 

 

 

 
 

〔兵庫県立図書館調べ〕〔学校基本調査〕   

※ 認定こども園園児数を含まない。 

 

  (ｳ) 公立図書館の機能向上 

ａ ひょうご図書館情報ネットワーク（ＨＡＬネット）※８ 

県内の公立図書館等をつなぐ「ひょうご図書館情報ネットワーク」は、

大学図書館も含めて119館と増加し、蔵書の相互利用が進んでいる。 

 

ｂ サービスポイント※9の設置状況 

図書館以外で貸し出し・返却ができるサービスポイントを設置して

いる市町の数は年々増えており、公立図書館の利便性は向上している。 

 

 

 

兵庫県内における公立図書館等設置数 

H30実績値 

106館 

公立図書館における 
児童の図書館利用状況等 

実績値 
H25 H30 

児童室※７の設置率 
94.8％ 

91館 

96.8％ 

92館 

児童登録者数の割合（全児童園児数※に対する） 
57.3％ 

約215千人 

57.8％ 

約197千人 

全幼児及び児童への貸出冊数 
全児童園児１人あたりの貸出冊数 

約983万冊 

26.2冊/人 

約1,091万冊 

32.0冊/人 

※７ 児童室 
 子どもが利用するためのスペースのこと。絵本、物

語、昔話、詩などを置いている。図書館スタッフ等が子

どもたちにお話を語ったり、絵本を読んだりする場でも

ある。子どもの本に関するレファレンス（調査、相談）

サービスも行っている。 

※８ ＨＡＬネット 
図書館の蔵書情報やそれに付随する様々なサービスを

利用者に提供するインターネット等を活用したシステ

ム。役割としては①蔵書情報の公開②メールによるレフ

ァレンスの受付・回答③ホームページ等の充実③国立国

会図書館総合目録ネットワークシステムへのデータ提供

がある。 
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〔兵庫県立図書館調べ〕 

 

(ｴ) 読み聞かせボランティア団体の活動 

多くの図書館において、読み聞かせを行うボランティア団体が活発に

活動しているが、その数は、僅かながら減少している。 

読み聞かせボランティアの活動は、子どもたちの本への関心を高める

ために、極めて重要な役割を果たしており、引き続き読書活動の担い手

のボランティアを積極的に養成する必要がある。 

 

 

 

 

 

 
〔児童サービスに関する調査（兵庫県立図書館）〕 

 

  (ｵ) 県立図書館における講演会・研修会の実施 

県立図書館においては、地域住民や教職員、図書館司書、読書活動指

導者等を対象として講演会や研修会を実施し、県民の読書活動の普及と

深化、資料の調べ方などの資質向上に努めている。県内における「図書

館の図書館」として県内の読書活動の推進の中核を担い、引き続き創意

工夫を凝らし、子どもたちの本への関心を高めることができる人材の育

成を進める必要がある。 
  

 

 

 

 

 

 

〔兵庫県立図書館調べ〕 
 ※県立図書館はH30年７月にリニューアルオープンしており、開館期間が例年に比べて短い。 

      ※平成30年度における参加者数は、「地域住民や教職員等の講演会や講座」は910名、「図書館 

職員や読書活動指導者の研修会」は123名、「児童サービス専門の司書養成のための講座」は 

52名となっている。 

 

 

図書館の利便性の向上 
実績値 

H26 H30 

ひょうご図書館情報ネットワーク(ＨＡＬネット) 

導入図書館数 
116館 119館 

サービスポイントを設置している市町の数 
11市町

26.8％ 

15市町 

36.6％ 

読み聞かせボランティア団体について 

（公立図書館） 

実績値 

H26 H30 

読み聞かせボランティア団体数 178団体 176団体 

図書館におけるボランティア団体のうち 

読み聞かせボランティア団体が占める割合 
88.5％ 81.5％ 

講演会や研修会の実施（県立図書館） 
実績値 

H26 H30※ 

地域住民や教職員等の講演会や講座 86回 25回 

図書館職員や読書活動指導者等の研修会 26回 ３回 

児童サービス専門の司書養成のための講座 10回 １回 

※９ サービスポイント 
 図書館以外の場所で図書館の本を借りたり返却したり

できる場所（公民館図書室、文化センター、博物館、ス

ポーツセンター等）。 
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 イ 学校 

(ｱ) 一斉読書の実施 

学校における一斉読書の実施率については、平成28年度調査では小学

校が94.0％、中学校が82.9％、高等学校が18.1％となっており、多くの

小中学校では朝の学習タイム等で全校一斉の読書活動が展開されている。 

また、学校独自に読書週間を設定するなど、読書の機会の充実に取り

組んでいる学校がある。 

こうした取組は、小中学生の時期における読書習慣の定着を図るため

に効果的であり、継続的に推進する必要がある。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 〔学校図書館の現状に関する調査（文部科学省）〕  
 

(ｲ) 授業等での学校図書館の活用（「読書活動推進事業」※10の推進） 
本県では、平成15年度から小中学校を研究推進校として指定し、学校

教育における読書の位置づけやねらいを明確にするとともに、学校図書

館を中核に、地域全体による効果的な取組について実践的な研究を重ね

てきた。 

指定を受けた学校では、以下に掲げる取組を行うなど読書活動の推進

に関する先進的な取組を実施している。 

研究を推進した指定校では、「学校図書館を利用して、必要な情報を

自ら見つけようとする態度を養うことができた。」「学習内容に沿った本

の読み聞かせを行ったため、自然科学分野の貸出が増えている。」「ブッ

クトーク※11等を通して『本が好き』の割合が増加した。」等の成果があ

がっている。 
【取組方法例】 
・ 学校図書館を活用した学習活動     
・ 学校図書館を活用した年間指導計画の作成   
・ 幼小、小中、中高それぞれが連携した読書活動の推進    
・ 家庭や公共図書館と学校図書館とが連携した読書活動 
・ 学校図書館での情報機器の活用 
・ 読書活動の習慣付けを図る効果的な指導 

（全校一斉読書、推薦図書や読書目標の設定等） 
・ 学校図書館環境整備 

（データベース化、配架の工夫、公共の図書館との連携等による蔵書の充実等） 
・ ボランティアの学校図書館運営への参加  
・ レファレンス 
・ 読み聞かせ、ブックトーク 等 

                             

【研究推進校数】 

 

 

一斉読書の取組 実績値 
H26 H28 

一斉読書を実施している 

学校の割合 

小学校 
92.1％ 
(712校) 

94.0％ 
(705校) 

中学校 
83.2％ 
(287校) 

82.9％ 
(281校) 

高等学校 
15.7％ 
(25校) 

18.1％ 
(28校) 

平成27・28年度 13校（小学校：９校、中学校：４校） 

平成29・30年度  13校（小学校：８校、中学校：５校） 

※10 読書活動推進事業 
 児童生徒の自主的な読書活動の推

進を図るため実施している事業。過

去の「実践事例のまとめ」について

はホームページに掲載している。 
 

※11 ブックトーク 
 相手に本への興味が湧くような工夫を凝らしながら、あ

るテーマに沿って関連付けて、複数の本を紹介すること。

テーマから様々なジャンルの本に触れることができる。 
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(ｳ) 学校図書館の充実 

小中学校では、学校図書館における蔵書数が増加傾向にあり、また、

そのデータベース化も進展している。一方、高等学校は蔵書数、蔵書の

データベース化の割合が減少している。引き続き、学校図書館図書標準

を満たす学校の割合を増加させていく必要がある。 
 

    ａ 蔵書数 

 
 

 

 

 

 
※ 平成27年度に、適切な図書環境の確保を目的に、一部学校図書の資料点検が行われたことを受け、

一時的に減少している。  
 

ｂ 蔵書のデータベース化 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

〔学校図書館の現状に関する調査（文部科学省）〕 
 

   (ｴ) 公立図書館やボランティア団体との連携 

蔵書の限られる学校図書館は、公立図書館と図書の貸出や司書等の専

門職員の派遣を受けるなど連携を深めている。 

また、ボランティア団体と連携し、学校における読み聞かせ会の開催

や図書資料の整理等を行っている。学校図書館における子どもの読書活

動をより一層推進するためにも、こうした連携が重要である。 

 
    

    ａ 公立図書館との連携 

 

 

 

 

 
 

 

 

〔学校図書館の現状に関する調査（文部科学省）〕 

学校図書館の蔵書 
実績値 

H25 H27 

学校図書館の蔵書数 

小学校 7,058千冊 7,177千冊 

中学校 4,110千冊 4,188千冊 

高等学校 3,428千冊 3,280千冊※ 

蔵書のデータベース化 実績値 
H24 H28 

蔵書のデータベース化 

をしている学校の割合  

小学校 
58.5％ 
(452校) 

60.0％ 
(450校) 

中学校 
64.1％ 
(221校) 

69.9％ 
(237校) 

高等学校 
92.5％ 
(147校) 

86.5％ 
(134校) 

公立図書館との連携 実績値 
H26 H28 

公共図書館との連携をしてい

る学校の割合 

小学校 
79.0％ 
(611校) 

81.5％ 
(611校) 

中学校 
28.4％ 
(98校) 

40.1％ 
(136校) 

高等学校 
26.4％ 
(42校) 

32.9％ 
(51校) 
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      ｂ ボランティア団体との連携 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 
〔学校図書館の現状に関する調査（文部科学省）〕 

 

 

         〔子どもの読書活動に関する取組事例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア団体との連携 実績値 
H26 H28 

ボランティアを活用している

学校の割合 

小学校 
79.6％ 
(615校) 

81.2％ 
(609校) 

中学校 
30.4％ 
(105校) 

27.4％ 
(93校) 

高等学校 
2.5％ 
(４校) 

1.9％ 
(３校) 

※12 優秀実践図書館・団体 文部科学大臣表彰 
 優れた実践を行っている図書館、団体に対して 
表彰を行っているものである。取組事例の詳細に 
ついては、文部科学省ホームページ「子ども読書 
の情報館」に掲載されている。 

令和元年度 優秀実践図書館・団体 文部科学大臣表彰※12 

 

【 図 書 館 】 

「いちかわ図書館」（市川町）      「三田市立図書館」（三田市） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 団   体 】 
 

「子どもの本の会」（姫路市）     「みきおはなし会＊絵本の森」（三木市） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主な取組］ 

・ブックトーク 

・読み聞かせ 

・ブックリスト「わたしたちの選

んだ子どもの本」作成 

 
 
 
 
 
 
    読み聞かせの様子 

［主な取組］ 

・絵本の読み聞かせ 

・子ども読書週間記念イベント  

 （人形劇や読み聞かせ等）    

・学校図書館への団体貸出  

・学校でのストーリーテリング、

ブックトークの実施 

・図書館教育担当者会の実施 

 

 

 

 

 
    読み聞かせの様子 

［主な取組］ 

・おはなし会、ストーリーテリン

グ、上映会の実施 

・図書館見学、職業体験、団体貸

出、出張講座の開催 

・「非連携型読書通帳」導入 

借りた本、購入本が記帳可能。 

中学生以下に無償配布。 

 

 

 

 

 
  「読書通帳」の発行 

［主な取組］ 

・読み聞かせ（図書館・出前） 

・放課後読み聞かせ 

・読み聞かせイベント開催  

・読み聞かせ講座、絵本の講演会

実施 

 

 

 

 
 
 

    読み聞かせの様子  
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 (4) 子どもの読書活動の状況 

 

ア 児童生徒の読書に対する意識について 

  本県においては、児童生徒の読書活動への興味・関心が高く、多くの子

どもが「読書は好きだ」と回答しており、その割合も微増傾向にある。 

一方で、前述のとおり、子どもの１日あたりの読書時間は十分でないこ

とから、本への関心をブックトークやお話会など「読書活動」という具体

的な行動に結びつけることにより、読書習慣の定着を図ることが必要であ

る。 

 

   

 

 

小学校［兵庫県（公立）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校［兵庫県（公立）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔全国学力・学習状況調査〕 

〔全国学力・学習状況調査〕 

48.4%

48.9%

22.8%

24.3%

15.8%

15.5%

12.8%

11.0%

H27

H29

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

42.9%

44.7%

21.9%

22.7%

17.1%

17.2%

17.8%

15.1%

H27

H29

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

「読書は好きですか」という質問に対する回答状況 
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  イ 図書館の利用 

    子どもの読書活動の場として、学校図書館、公立図書館は大きな役割を

果たしている。しかし、学校図書館や公立図書館に週に１回以上行く児童

生徒の割合は、平成29年度の調査によると10％に満たず、全国平均を下回

っている。また、平成27年度と比較しても減少傾向にある。 

    児童生徒の本への関心を高めるための取組として、魅力ある図書館づく

りが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

小学校［兵庫県（公立）］  

 

 

H27 

 

 

 

  

 

H29 

 

 

 

 

中学校［兵庫県（公立）］  

 

 

 

H27 

 

 

    

 

H29 

 

 

 
〔全国学力・学習状況調査〕 

1.7%

3.4%

8.9%

14.2%

21.5%

23.1%

31.1%

28.4%

36.4%

30.7%

0.2%

0.2%

0.0%
兵庫県

全国

だいたい週に４回以上行く 週に１～３回程度行く 月に１～３回程度行く 年に数回程度行く ほとんど、または、全く行かない その他 無回答

1.6%

3.0%

7.7%

12.6%

21.1%

23.0%

31.1%

28.6%

38.2%

32.4%

0.3%

0.2% 0.1%

兵庫県

全国

だいたい週に４回以上行く 週に１～３回程度行く 月に１～３回程度行く 年に数回程度行く ほとんど、または、全く行かない その他 無回答

1.4%

2.2%

4.0%

6.0%

9.3%

11.4%

22.9%

23.1%

62.2%

57.0%

0.0%

0.0%

0.2%

0.2%

兵庫県

全国

だいたい週に４回以上行く 週に１～３回程度行く 月に１～３回程度行く 年に数回程度行く ほとんど、または、全く行かない その他 無回答

1.5%

2.2%

3.9%

5.9%

9.6%

11.3%

22.6%

22.5%

62.3%

58.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.1%

兵庫県

全国

だいたい週に４回以上行く 週に１～３回程度行く 月に１～３回程度行く 年に数回程度行く ほとんど、または、全く行かない その他 無回答

〔全国学力・学習状況調査〕 

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や

雑誌は除く）を読んだり、借りたりするために、学校図書館、学校図

書室や地域の図書館にどれぐらい行きますか。」という質問に対する

回答状況 
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第２章 社会環境等の変化 

 

(1) 学校図書館法の改正による学校司書の法的位置づけの明確化 

平成26年に学校図書館法の一部を改正する法律（平成26年法律第93号）が

成立し、学校司書の法的位置づけが明確化されるとともに、学校司書への研

修等の実施について規定された。 

その後、平成28年には、学校図書館の整備・充実を図るため、学校図書館

の運営上の重要な事項について、その望ましい在り方を示す「学校図書館ガ

イドライン」及び学校司書に求められる知識・技能を整理した上で、それら

の専門的知識・技能を習得できる望ましい科目・単位数等を示す「学校司書

のモデルカリキュラム」が示されている。 

 
○ 学校図書館法（昭和28年法律第185号）（抄） 

  （学校司書） 

第６条 学校には、前条第１項の司書教諭のほか、学校図書館の運営の改善及び向

上を図り、児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資する

ため、専ら学校図書館の職務に従事する職員（次項において「学校司書」とい

う。）を置くよう努めなければならない。 

 

(2) 公立図書館に係る制度改正 

令和元年の「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律」（令和元年法律第26号）の成立に伴い、

図書館法等が改正され、公立社会教育機関の設置、管理及び廃止に関する事

務について、地方公共団体の判断で条例により地方公共団体の長が所管する

ことが可能となった。 

これにより、図書館の運営について、まちづくり、観光など他の行政分野

と一体的に推進することが可能となっている。 

 

(3) 読書バリアフリー法の成立 

令和元年に「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バ

リアフリー法）」（令和元年法律第49号）が成立し、視覚障害者等（視覚障害、

発達障害、肢体不自由等の障害により､書籍について、視覚による表現の認

識が困難な者）の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進するよう規定さ

れた。 

 

 

 

 

 

１ 学校図書館法の改正等 

※13 アクセシブル 
「利用しやすい」という意味。 
 
※14 デイジー（ＤＡＩＳＹ）図書 

《digital accessible information system》通常の書籍を利

用することが困難な人や視覚障害者のための、デジタル録音

図書の国際標準規格の一つ。 

※15 オーディオブック 
 書籍をプロのナレーターや声優が朗読した音声コンテ

ンツのこと。 

【読書バリアフリー法の基本理念で取り上げられている読書環境の整備例】 

① アクセシブル※13な電子書籍等（デイジー図書※14、音声読み上げ対応の電子書籍、

オーディオブック※15等）やアクセシブルな書籍（点字図書・拡大図書等）の提供 

② アクセシブルな書籍、電子書籍等の量的拡充・質の向上 

③ 視覚障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮 
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「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善及び必要な方策等について（答申）」（中央教育審議会 平成28年12月21日）

において、全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となる言語能

力の向上が求められ、言語能力を向上させる重要な活動の一つとして、読書活

動の充実が求められている。 

この答申を踏まえ、教育基本法等の理念の実現に向けて必要となる教育課程

の基準である学習指導要領等が改訂され、平成29年３月に幼稚園教育要領、小

学校及び中学校学習指導要領が公示され、また、平成29年４月、平成31年２月

に特別支援学校、平成30年３月に高等学校学習指導要領が公示された。新しい

学習指導要領においては、言語能力の育成を図るために、各学校において必要

な言語環境※16を整えるとともに、国語科を要としつつ各教科等の特質に応じて、

言語活動を充実することや、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図

り、児童生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することが規定されている。 

また、新しい幼稚園教育要領では、引き続き、幼児が絵本や物語等に親しむ

こととしており、それらを通して想像したり、表現したりすることを楽しむこ

と等が規定されている。 

このように読書活動の推進は、教育基本法等の理念の実現を支える重要な要

素と位置づけられている。 

 

 

令和元年12月に、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）が、平成30年に実施した「生

徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）の調査結果」を公表した。この調査結果による

と、日本の15歳児の読解力については、ＯＥＣＤ平均より高いグループに位置し

ているものの、前回の平成27年調査よりも平均得点及び順位が低下していること

が明らかになった。また、学習指導要領の検討過程において指摘された、判断の

根拠や理由を明確にしながら自分の考えを述べることなどについて、引き続き、

課題が見られることや、学習活動におけるデジタル機器の利用が他のＯＥＣＤ加

盟国と比較して低調であることも明らかになった。 

また、後述４のとおり、子どもの生活におけるＩＣＴ環境の変化に伴い、スマ

ートフォンやタブレットを介したＳＮＳのやりとりが増加していることが指摘さ

れているが、こうしたやりとりは、短文や絵でのコミュニケーションが主であり、

子どもの文章構成力や文脈を把握する力が低下してきているのではないかとの指

摘もある。 

こうした状況を踏まえ、文部科学省は、主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善や言語能力育成のための指導の充実を推進することとしている。併せ

て読解力の向上を図るための効果的な取組の一環として、これまで以上に読書活

動を推進することにより、読書習慣の定着を図る必要があるとの指摘もある。 

２ 学習指導要領の改訂等 

３ 読解力の低下について 

※16 必要な言語環境 
 小学校学習指導要領（平成29年告示）解説（総則編）

によると、具体例として教師の正しい言葉遣い、印刷物

における用字や文字の適切な使用、話し言葉の適切な使

用、好ましい人間関係などとしている。 
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(1) 子どもの生活へのＩＣＴ機器の浸透とその影響 

近年の情報通信手段の普及は、子どものライフスタイル及び読書環境に大

きな変化をもたらし、結果として読書活動の在り方に大きな影響を与えてき

た。小中高生を対象としたインターネット依存率についての調査結果からは、

その割合が年々上昇する傾向であること、学年が上がるほど高くなる傾向が

あることが分かる。また、児童生徒のスマートフォンの利用率は年々増加し

ており、個人が所有する通信ゲームやパソコン等も以前にも増して子どもた

ちの身近に存在するようになっている。更に、ＳＮＳ（ソーシャルネットワ

ーキングサービス）等のコミュニケーションツールとしての情報通信手段の

多様化・利用時間の増加も近年の特徴である。 

ＯＥＣＤ－ＰＩＳＡ調査においても、我が国の15歳児は多様な用途でＩＣ

Ｔ機器を活用していることが明らかとなっており、チャットやゲームなどに

偏りがあるとの傾向も指摘されている。 

こうした変化に伴い、子どもの生活においてインターネットやスマートフ

ォンに向き合う時間が増加していることが読書活動の時間確保に負の影響を

与えてきたものと考えられる。 

今後もこうした傾向は、加速的に進行していくことが予測され、ＩＣＴ機

器を巡る環境変化を踏まえた読書活動の推奨方策を検討する必要がある。 

本への関心を高めるために、子どもたちにとって身近な形態である、スマ

ートフォンを介した電子書籍による読書を奨励することも有効である。 
 

   ○ インターネット依存率 

校種 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 

小学校（5､6年） 1.4％ 3.5％ 3.3％ 5.1％ 4.8％ 

中学校 6.8％ 7.5％ 7.9％ 9.0％ 8.8％ 

高等学校 8.3％ 9.1％ 10.6％ 12.1％ 14.7％ 
               〔「インターネット夢中度アンケート」（（公財）兵庫県青少年本部）〕 
           ※ 依存率とは、インターネット依存の進行度を測る世界共通の尺度を用いたもの

で、設定されている８項目中５項目以上「はい」があった場合は、インターネッ
ト依存傾向にある可能性があるとしたもの。 

 

○ 青少年のスマートフォンの利用率 

 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

小学校 17.1％ 23.7％ 27.0％ 29.9％ 

中学校 41.9％ 45.8％ 51.7％ 58.1％ 

高等学校 90.7％ 93.6％ 94.8％ 95.9％ 
〔青少年のインターネット利用環境実態調査（内閣府）〕 

 

○ １日当たり１時間以上メールやインターネットを利用する子どもの割合 

小学校６年 中学校３年 高等学校１年 

59.2% 72.3% 88.1% 
〔平成30年度「ケータイ・スマホアンケート」及び「インターネット夢中度アンケート」

（（公財）兵庫県青少年本部）〕 

４ 情報通信手段及び出版形態の多様化による読書活動の変容 
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 (2) 出版形態の多様化 

   近年、出版社において小説や歴史書、ビジネス書等、元々活字で出版され

ていた書籍をより読み易くするために様々な工夫を凝らす動きが活発に見ら

れる。例えば、小説の登場人物をイメージし易くしたり、複雑な概念を図解

してわかり易くしたりする目的で活字の書籍を漫画に変換するといった手法

である。 

   本への関心を高めるためには、いわゆる活字の書籍にこだわることなく、

本への入口を広げてくれるこうした書籍を積極的に活用することも考えられ

る。特に、ともすれば敬遠しがちな長大な分量の小説や難解な哲学書、イメ

ージしにくいビジネス書などを身近に感じるための方策としては極めて有効

である。 

 

 

 
(1) 読書活動の効果 

   令和元年度に公表された、「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研

究（（独）国立青少年教育振興機構）」によると、読書している人はそうでな

い人よりも自己理解力（自己探求・自尊感情・充実感など）、批判的思考力

（論理的・内省的・問題解決力など）、主体的行動力（意欲・将来展望など）

といった、いわゆる意識・非認知能力が高い傾向があるとされている。これ

らの能力は「未来への道を切り拓く力」の一部として必要不可欠なものであ

り、子どもの読書活動が効果的であることを実証的に明らかにしている。 

 

(2) 読書の使用ツール 

   同調査によると、紙媒体で本を読まない人は世代に関係なく増加する一方

で、携帯電話やスマートフォン、タブレットなどのスマートデバイスを用い

て本を読む人の割合は増えているとされている。その一方、同調査では、特

に紙媒体で読書している人の非認知能力が、スマートフォン等の電子媒体で

読書している人よりも高いことが明らかとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 読書の有効性についての動向 
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第３章  ひょうご子どもの読書活動のめざす姿 

 
 
 

１ 基本方針 

近年、少子化の進行、グローバル化の進展、急激な技術革新等により、未来の

社会を予測することが困難となっている。子どもたちは来るべき変化に向き合い、

未来を切り拓いていかなければならない。こうした問題意識を踏まえて、県は、

第３期ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）を策定し、「『未来への道

を切り拓く力』の育成」を重点テーマとして掲げた。 
読書活動により、子どもは、先哲の教えや人類の英知、営為と出会い、社会や

未来を想像し、魂が揺さぶられる体験をすることが可能となる。また、読書活動

を通じて学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、更なる探究心や真理を求める態度が培

われる。 
 さらに、本は困難や辛苦に向き合った時に、自らを支え、歩むべき道を示し、

人生を前に進めるものであり、こうした「人生を変える一冊」の存在は、人生を

より豊かなものに導くものである。 
 第３期ひょうご教育創造プランでは、基本方針「『生きる力』を育む教育の推

進」を掲げ、また、基本的方向として「『豊かな心』の育成」を掲げている。読

書活動は、いつの時代にも普遍的な価値を有し、その推進は、子どもの『豊かな

心』を育む、最も本質的かつ効果的な手段の一つである。 
 また、「未来への道を切り拓く」ためには、「物事を深く追求する力」＝「探究

する力」が必要であり、それは、予測困難な社会で、直面する課題と向き合い、

解決策を見つけようと努力を続けるために必要な力である。この力は、自己理解

力、批判的思考力、主体的行動力といった意識・非認知能力と換言でき、その力

を身につけるための一つの有効な方法が、本と向き合い読書習慣を定着させるこ

とである。 
これらを踏まえ、本計画では、読書活動を通じた豊かな心の育成を旨とし、さ

らに子どもの本への関心を高め、読書習慣の定着を図ることを基本方針として掲

げ、本県における子どもの読書活動を推進することとする。基本方針の下、その

実現に向けて家庭、地域、学校それぞれの役割と推進すべき取組をまとめるとと

もに、進捗状況を確認するための指標を設定し参考とする。 
なお、「確かな学力」を育成するためにも、読書活動は重要であり、読書習慣

を定着させることは、読解力の向上にもつながるものと考えられる。読解力は学

力の基礎と言え、近年、低下傾向との指摘もある中、読書活動を推進することに

より、更なる読解力の低下を防いでいくことも必要である。こうした視点も忘れ

てはならない。 
 

〔基本方針〕 

 
 
 

読書を通じて、豊かな心を育む 
～本への関心を高め、読書習慣の定着を図る～ 

 

基本的方針 Ⅰ 
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〔取組の方向性〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の目指すべき目標は、先に掲げた基本方針の達成状況を測るものとする

ため、「読書する児童生徒の割合」と定める。 

これは、第３次計画の目標を引き継ぐものであり、読書習慣の定着により、子

どもの豊かな心を育むことを目指すものである。 

 

 

 

○ 読書する児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目標設定 

項       目 現状値 

2019年度 
目標値 

平日の家庭や図書館で１日 

あたり30分以上読書をする 

児童生徒の割合               

小学校  38.3% 43% 

中学校  24.6% 29% 

高等学校  11.4% 16% 

１ 子どもの発達段階に応じた“本に出会い、触れる機会の充実”［不易］ 
 

２ 子どもの読書活動を支える人材育成及び環境整備［不易］ 
 

３ 新しい時代への対応［流行］ 
 

・ ＩＣＴ技術の進展や出版形態の多様化に伴う読書環境の変化への対応 
 

・ 子どもが集まる図書館づくりへの移行の促進、ＩＣＴ環境への対応 
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読書活動の推進は、第３期ひょうご教育創造プランの規定する基本方針１

「『生きる力』を育む教育の推進」の以下の２つの基本的方向に大きく連関して

いるものであり、本計画の遂行は、第３期プランの目標達成を促進する役割を果

たす。 
 

(1) 「豊かな心」の育成 

子どもは読書活動により、新しい世界や価値観と出会うとともに先哲の教

えに学ぶことにより、自ら未来を切り拓いていくための「豊かな心」を身に

つけることができる。 
 

(2) 「確かな学力」の育成 

読書活動は、読解力を向上させることに繋がり、思考力、判断力、表現力

等が養われることとなる。読解力は、知識や情報を得て学ぶ楽しさを実感す

るために必要不可欠なものであり、発達段階に応じた養成が求められる。 
 

 

４ 第４次計画の取組の指標 

第４次計画の取組指標として下表の①～⑨を設定する。①～③、⑤、⑨は第３

次計画を引き継ぐものであり、④、⑥、⑦、⑧は、第４次計画で推進する取組の

進捗を確認するためのものである。 
 

ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）の指標 

視点 項    目 
現状値 
Ｈ30 

目標値 
Ｒ５ 

家庭 ① ブックスタートに取り組んでいる割合      ［市］［町］ 97.6％ 100.0％ 

地域 ② 中高生向け図書コーナーの設置率      ［公立図書館］ 71.2％ 76％ 

地域 ③ 公立図書館で活動するボランティア団体数 216団体 230団体 

学校 ④ 
［小学校］ 

一斉読書を実施している学校の割合        ［中学校］ 

［高等学校］ 

94.0％ 

82.9％ 

18.1％ 
（H28ﾃﾞｰﾀ） 

100％ 

88％ 

23％ 

 

学校 ⑤ 

［小学校］ 
学校司書、学校図書館担当職員の配置率      ［中学校］ 

［高等学校］ 
 

32.1％ 

28.8％ 

42.8％ 
小中H28ﾃﾞｰﾀ 

  高H26ﾃﾞｰﾀ 

37％ 

34％ 

48％ 

 

学校 ⑥ ビブリオバトル※17等を実施している学校の割合［高等学校］ ― 50％ 

学校 ⑦ 各校の推薦図書一覧を活用している学校の割合 ［高等学校］ ― 50％ 

学校 ⑧ ＲＳＴ※18調査実施校における受検者平均正答率の変化率 ― 
10％ 

以上向上 

行政 ⑨ 子どもの読書活動推進計画の策定率   ［市］［町］ 80.5％ 86％ 

３ 第３期ひょうご教育創造プランの目標と読書活動との連関 

※17 ビブリオバトル 
発表者が読んで面白いと思った本を一人５分程度で

紹介し、その発表に関する意見交換を２～３分程度行

う。全ての発表が終了した後に、どの本が一番読みた

くなったかを参加者の多数決で選ぶ活動である。ゲー

ム感覚で楽しみながら本に関心を持つことができる。 

※18 ＲＳＴ（reading skill test） 
 国立情報学研究所が考案したテストで、教科書等の基

本的な文章や図やグラフなどから情報を読み取るための

「基礎的な読む力」を測定することができる。 

※⑥ビブリオバトル等…友だち同士で本の紹介や書評をし合う活動等。ビブリオバトル、読書会、ペア読書。 
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家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 Ⅱ 

 

生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するためには、乳幼児

期から発達段階に応じた読書活動が行われることが重要である。家庭・地域・学

校においては、次のような発達段階ごとの特徴を踏まえ、連携・協働を図る必要

がある。また、学校種間においても連携を図り、切れ目ない取組を行うことで、

校種間の接続期に子どもが読書から遠ざからないようにすることも大切である。 

 
発達段階ごとの特徴の傾向 

発達段階 特徴の傾向 主な取組例 
① 幼稚園、保育

所等の時期 

（概ね６歳頃まで） 

 
＜主な読書活動の場所＞ 

家庭・公立図書館・園

（所）の絵本コーナー 

乳幼児期には、周りの大人から言葉を掛けてもら
ったり乳幼児なりの言葉を聞いてもらったりしなが
ら言葉を次第に獲得するとともに、絵本や物語を読
んでもらうこと等を通じて絵本や物語に興味を示す
ようになる。さらに様々な体験を通じてイメージや
言葉を豊かにしながら、絵本や物語の世界を楽しむ
ようになる。 

ブックスタート 
読み聞かせ  
 

② 小学生の時期

（概ね６歳から 

12歳まで） 

 

 

 

 

 

 

 
＜主な読書活動の場所＞ 
家庭・公立図書館・学校
図書館 

低学年では、本の読み聞かせを聞くだけでなく、
一人で本を読もうとするようになり、語彙の量が増
え、文字で表された場面や情景をイメージするよう
になる。 

中学年になると、最後まで本を読み通すことがで
きる子どもとそうでない子どもの違いが現れ始め
る。読み通すことができる子どもは、自分の考え方
と比較して読むことができるようになるとともに、
読む速度が上がり、多くの本を読むようになる。  

高学年では、本の選択ができ始め、その良さを味
わうことができるようになり、好みの本の傾向が現
れるとともに読書の幅が広がり始める一方で、この
段階で発達がとどまったり、読書の幅が広がらなく
なったりする者が出てくる場合がある。 

読み聞かせ 
一斉読書 
授業での活用 
ビブリオバトル 

③ 中学生の時期
（概ね12歳から 

15歳まで） 
 

＜主な読書活動の場所＞ 
家庭・公立図書館・学校
図書館 

多読の傾向は減少し、共感したり感動したりでき
る本を選んで読むようになる。自己の将来について
考え始めるようになり、読書を将来に役立てようと
するようになる。 

一斉読書 
ビブリオバトル 
授業での活用 

④ 高校生の時期
（概ね15歳から 

18歳まで） 
 
＜主な読書活動の場所＞ 
家庭・公立図書館・学校
図書館 

読書の目的、資料の種類に応じて、適切に読むこ
とができる水準に達し、知的興味に応じ、一層幅広
く、多様な読書ができるようになる。 

一斉読書 
ビブリオバトル 
授業での活用 

   

 

 

１ 発達段階に応じた読書活動の推進 
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２ 家庭における読書活動の推進 

 

 (1) 家庭の役割（保護者の役割※） 

子どもの読書習慣は、日常の生活を通して形成されていく。このため読書

が生活の中に位置付けられ、継続して取り組まれるよう、保護者が、子ども

の読書活動の機会の充実及び読書習慣の定着に積極的な役割を果たしていく

ことが重要である。また、保護者本人が日常的に読書に親しむことが家族全

員で本を読む習慣を定着させることにつながる。 

特に、乳幼児期に本と触れ合う経験が生涯にわたる読書習慣の定着にとっ

て重要であり、この時期の主な読書活動の場である家庭の役割は極めて重要

である。 
また、家庭における読書は、本をもとに家族で話し合う場を持ち、絆を深

めることにもつながる読み聞かせをしたり、家族で好きな本や作家について

話し合ったり、図書館に出向いたりするなど、子どもの読書に対する興味や

関心を高め、発達段階に応じて働きかけることが望まれる。 
 

 
(2) 取組の方向 

 ア 家庭における実践 

重(ｱ) 保護者による絵本や物語の読み聞かせ 

重(ｲ) 「家読（うちどく）」※19の実施 

(ｳ) 家族での公立図書館等の活用 

(ｴ) 保護者（大人）自身が読書する機会の充実 

 (ｵ) ＮＩＥ※20の活用 

・ 新聞を活用した活字に触れる機会の充実 

 

イ 県・市・町における家庭への支援 

(ｱ) 学校、図書館、市町福祉施設、民間団体・企業等の連携 

重(ｲ) ブックスタート等の実施（乳幼児期の読書活動のきっかけづくり） 

重(ｳ) 保護者を対象とするイベントや講座による啓発 

・ 保護者を対象とする読み聞かせ会をはじめとする家族が触れ合う機 

会の提供 

・ 読書の重要性の理解を促すための講座の実施等 

   (ｴ) 公立図書館におけるお薦め本の紹介や貸し出し等による普及・啓発 

・ お薦め本を掲載したリーフレットの作成やお薦め本の貸出しなど家 

庭における読書に関する情報提供等 

 

 

 

 

 
※「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年

法律第154号）における保護者の役割（第６条） 

 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の

充実及び読書活動の習慣化に積極的な役割を果たすも

のとする。 

※19 家読（うちどく） 

家庭において子どもを中心に家族で同じ本を読むこ

とで、本を媒介として相互理解を深め、家族の絆を深

める活動。 

※20 ＮＩＥ(Newspaper in Education) 

 NIE＝「エヌ・アイ・イー」は、学校などで新聞を教

材として活用すること。テーマを決めて新聞記事を集

め、見出しや感想をつけること、新聞記事からディベー

トのテーマや主張の素材を探すこと、新聞報道から賛否

の分かれる話題を選び、自分の意見を書くこと等の活動

がされている。 
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３ 地域における読書活動の推進 
 

３－１ 公立図書館等における読書活動の推進 

(1) 公立図書館の役割※ 

子どもにとって図書館は、多くの本に触れ、読みたい本を自由に選択し、

読書の楽しみを知る場であるとともに、思いもしない新たな本との出会いを

提供し、人生の道筋を考え、深めるきっかけとなる場である。また、保護者

にとっては、子どもに読ませたい本を探したり、子どもの読書についての情

報を得たりできる場である。 

図書館は、人材育成、イベント等の情報、ボランティア団体の活動の支援

など、地域における子どもの読書活動の推進に大きな役割を果たしている。 
 

(2) 取組の方向 

ア 図書館における取組 

重(ｱ) 本への関心を高めるための情報発信等 

・  広報誌やホームページを活用した読書活動の必要性・魅力の普及、

啓発 

・  定期的なお話会や図書館利活用講座等のイベントの開催 

・  新刊案内やお薦めの本等の積極的な周知 

・  トライやるウィークやインターンシップ等職場体験における地域の

児童生徒の取組の紹介 

(ｲ) 学校、学校図書館との連携・協力 

・ 団体貸出や移動図書館での図書館資料の提供 

・  図書館職員や有識者が学校に出向いて実施する読み聞かせ、ブック 

トーク、ビブリオバトル等の講座や研修会、講演会等の開催 

 ・ 県立図書館が実施する出前講座、学校サポート講座の活用 

(ｳ) ボランティア活動の促進 

   ・  多様なボランティア活動を行うための機会・場所の提供 

・  「地域学校協働活動」による学校図書館等支援や読み聞かせの実施 

重(ｴ) 中高生を読書に向かわせる契機づくり 

・  ＹＡ（ヤングアダルト）コーナー等の設置 

・  運営、選書も含めた高校生等の主体的な活動の支援 

・  友人同士で本を薦め合う活動の促進 

  ブックトーク、ビブリオバトル等の実施 

(ｵ) 保護者向け講演会、講座の実施 

  ・  絵本の読み聞かせ等について保護者向けの講演会や講座の実施 

(ｶ) 公立図書館相互や関係機関との連携・協力 

・ 蔵書の相互利用、連携による行事や講座等の充実、資料の展示 

(ｷ) 家庭・地域との連携による取組 

・ 放課後や休日に子どもが集まる「放課後子ども教室」や「放課後児

童クラブ」等の地域の居場所における読書活動の推進 

 

※ 法改正による公立図書館の運営 
 公立図書館の運営については、第２章１(2)（P13）

のとおり、法改正により、まちづくり、観光などの他

の行政分野と一体的に推進することが可能となってい

る。こうした変化を踏まえて、各市町において主体的

かつ個性あふれる公立図書館の運営が図られることが

望まれる。 
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イ 障害のある子ども等の読書活動の推進 

(ｱ) 障害のある子どもの読書活動の推進 

・  車椅子・スロープ・点字表示等の施設整備面での配慮 

・  デイジー図書・点字資料等の整備 

・  介助、対面朗読等の環境整備 

・ ニーズに応じた図書の整備 

・ 点字図書館の活用 

(ｲ) 外国につながりのある子ども等の読書活動の推進 

    ・ 多言語による利用案内や館内の掲示 

    ・ 多言語でのお話会等の開催 

    ・ 日本語習得のための資料収集・活用 

    ・ 多言語の児童図書に関する情報提供 
     

ウ 本への関心を高めるための公立図書館の機能強化 

(ｱ) 住民サービスの向上 

・ 地域住民のニーズを踏まえた施設等の計画的な整備 

・  図書館資料の充実  
・  児童室、コーナー等の整備・充実 

・  子どもたちが魅力を感じる掲示や展示の充実 

(ｲ) 移動図書館による利便性の向上（アウトリーチ活動） 

・  移動図書館によるサービスの充実 

   (ｳ) 他の行政機関との一体的な推進の研究 

    ・ 図書館の運営について、まちづくり、観光など他の行政分野との連

携による活性化  
 

  エ 地域における読書活動を推進するための人材の配置・育成 

   (ｱ) 図書館長研修の実施 

   (ｲ) 地域の図書館、公民館職員向け研修の実施 

   (ｳ) 司書及び司書補の適切な配置 

(ｴ) 司書及び司書補の資質向上 

   (ｵ) 読書活動を推進するボランティアの養成・支援 
 

(3) その他 

ア 公民館図書室、児童館※21における読書活動の推進 

   (ｱ) 公民館図書室 

・ 身近な読書活動を行う施設として機能していることも多いことから、

公立図書館と連携し、児童青少年用図書等の整備に努める。 

・ 読書活動に関して専門的な知識を持った者やボランティア等多様な

人々と連携協力し、読み聞かせ等の子どもの読書活動の機会を提供す

る取組の実施に努める。 

 

 

 

※21 児童館 
 児童福祉法に基づき、子どもに健全な遊びを与えて、

その健康を増進することや情操を豊かにすることを目的

として設置された施設のこと。 

点字図書館 
兵庫県点字図書館（県福祉センター内）では、点字の図書、拡大図書、音声読み上げの図書

を所蔵している。全国の図書館とはネットワーク「サピエ」を通じてつながっている。また、
視覚障害者の学習環境を充実させるため、聴読室が設置されている。聴読室には、パソコンや
専用の再生機器を設置しており、個室で集中して音声を聞くことができる。 
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   (ｲ) 児童館 

    ・ 児童館の図書室では、絵本や物語等の図書資料の閲覧・貸出しを行

っているほか、保護者や地域のボランティアによる読み聞かせや、お

話会等を行っているところもあり、これらの活動は、子どもが読書に

親しむ重要な契機となっている。 

    ・ 蔵書の整備については、公立図書館と連携して充実を図ることが必

要である。 

   

  イ 「地域学校協働活動」※22等における読書活動の推進 

   (ｱ) 「地域学校協働活動」 

     学校支援活動や土曜日の教育活動、放課後等支援活動といった「地域

学校協働活動」において、地域人材を活用した子どもの読書活動を積極

的に取り入れることが重要である。 

   (ｲ) 放課後児童クラブ等 

放課後児童クラブ等の地域の居場所についても、読書活動に関して専

門的な知識を有する者や地域のボランティア等多様な人々の参画を得な

がら、子どもが読書に親しむ取組を行うことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※22 地域学校協働活動 

 地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに

「学校を核とした地域づくり」を目指して地域と学校が

相互にパートナーとして連携・協力して行う様々な活動

のこと。 

令和元年度 子供読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰※23  

   
 

 

          

  

 

  

 

 

  

 

 

 
 

【主な活動内容】 
・本に親しむ時間の設定 
 １・２年は担任による読み聞か

せ、3年以上は学年で決めた同じ
本を読む。 

・ボランティアによるお話会 
 保護者によるお話会、しおり作り、

休み時間の貸出し、本の整理等 
・ふれあい読書会の実施 
 ４年対象。1冊の本でクラス全員

が意見交流することができ、読み
を深めることができる。 

・全校での読書感想文の取組 
・年間指導計画に基づく取組 
 計画的な環境整備、選書をしてい

る。 
 
 

 
 
 

 

一斉読書で使用する図書 

【主な活動内容】 
・司書によるオリエンテーション 
 新入生を対象に利用ルールを周知

し、本に親しむ機会としている。 

・推薦図書の紹介・購入 
 学校司書や図書委員の推薦本に手

作りの帯を巻き、図書館に本の紹

介コーナーを設けている。 
・スタンプラリー 
 学期に数回スタンプラリーを行

い、貸出数が多い生徒には手作り
のしおりやブックカバーをプレゼ
ントしている。 

・国語科授業での取組 
 学期に１回学級単位で「ビブリオ
バトル」を行っている。チャンプ

本は図書室で紹介している。 
 
 

 
 
 

作成したしおり 

西宮市立高須小学校 宝塚市立光ガ丘中学校 県立姫路東高等学校 
【主な活動内容】 
・本の紹介ポスターの掲示 
 図書文芸部が一押し本の POP や卒

業生の著書を紹介している。 

・「東高姫路城学かるた」、「東高
姫路城学かるた読本」の制作 

 図書文芸部、美術部、地歴部、茶

華道部が中心となり、図書館で作
品を制作し作品を活用したイベン
トを市内で開催した。地域及び図

書館活性化に繋がっている。 
・図書館準備室の活用 
 閲覧室をｻｲﾚﾝﾄｿﾞｰﾝ、準備室をｿｰｼ

ｬﾙｿﾞｰﾝとしており、ｿｰｼｬﾙｿﾞｰﾝで
は、文章やスピーチ指導の場、寛
ぎの場としている。 

 
 
 

 
 
 

姫路城学かるた読本 

※23 子供読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰 
 子どもが積極的に読書活動を行う意欲を 
高める活動について、優れた実践を行って 
いる学校に対して表彰を行っているもので 
ある。取組事例の詳細については、文部科 
学省ホームページ「子ども読書の情報館」 
に掲載されている。 
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【「学校サポートプロジェクト」の取組内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

          

  

 

  

 

 

  

 

 

 
 

［図書館の基本的役割］ 

県立図書館は、昭和49年に開館し、県民の教育と文化の発展を図

るため、図書館資料を収集、整理、保存し、県民の利用に供すると

ともに、他の図書館等との相互協力、調査相談を行ってきた。  

県立図書館は平成28年９月に着工した耐震改修工事が完了し、平

成30年７月にリニューアルオープンした。建物の耐震補強・老朽改

修に加え、建物・設備の安全性及び施設管理の効率性の向上と図書

館機能の充実・利用サービスの向上を図った。 

読書人口の減少や情報通信技術の進歩等、図書館を取り巻く社会

環境の変化に対応するため、貴重なふるさと関連資料のデジタル化

を進めるとともに、県民の文化的な活動と交流の場として知的な活

気と賑わいのある図書館を目指し、その在り方を探っている。 

【施設・設備の新設】 
○ 親子読書コーナー        

親子で読書が楽しめるコーナー  
○ 課題解決コーナー 

様々な課題に対応する蔵書資料  
テーマごとに閲覧可能 

○ 来館者専用エレベーター   
１階正面ロビーに設置 

 

【施設・設備の増設】 
 ○ 書庫スペース、書架、閲覧席 

【具体的な取組】 

○ 図書の充実・データベース整備 

フェニックスライブラリー、ふるさと関連資

料の整備及びＨＡＬネットの活用を図る。 

○ 「図書館の図書館」としての人材育成 

  市町図書館や学校等の支援のため、市町立図

書館職員やボランティア等を対象に様々な研修

を行う。 

○ 子ども読書活動の推進 

子どもの読書活動を推進する県民等を対象に

講座、講演会を開催し、情報発信するととも

に、読書ボランティアの指導者養成を行う。 

○ 学校サポートプロジェクト 

防災や異文化理解、生物多様性等テーマ別の

学校セット貸出や図書館活用等の出前講座を実

施し、学校の進める読書活動の課題に対する教

員の調査研究や児童生徒の学びの支援を行う。 

○ 所蔵資料展 

  地域情報や調べ学習に対応する所蔵資料を活

用した展示等を行い、広く県民にふるさとひょ

うごを発信し、その地の拠点を目指した事業を

展開する。 

【新たな県立図書館の在り方の検討】 

ＩＣＴ技術の進展への適切な対応や、より県民に身近な場づくりを目指し、時代に即応した県立

図書館を創造していくことが求められている。そのため、資料の貸し出し等の業務の効率化やＩＣ

Ｔ対応を図るとともに、「図書館の図書館」としての機能強化など、県民が気軽に集いふれ合う場

へと移行していくための取組が必要である。現在、県立図書館は、「兵庫県立図書館中期運営方針」

に基づく運営がなされているが、今後、中長期的には、新たな県立図書館の在り方についても検討

していくことになる。 

県立図書館リニューアル！ 

資料保存センター 

調査相談センター 

相互協力センター 

【積極的な読書講演会・講座の開催】 

○ リニューアル記念講演 

・「図書館の上手な使い方」 
  中野 雅至氏（神戸学院大学） 
・「十五少年漂流記の舞台の謎」 
 田辺 眞人氏（園田学園女子大学） 

・「読書は心の夢飛行」 
永田 萠氏 
（イラストレーター、絵本作家） 

○ 図書館利活用講座 

  リニューアルした図書館の案内等 

○ 展示関連講座 
  ・テーマ例：マラソン、地震・津波 
○ ビブリオバトル  
 

 ①調査相談（ﾚﾌｧﾚﾝｽ）：授業準備や教材研究などで求められる本や情報を探す支援 

②テーマ別セット貸出：調べ学習や教材研究にすぐに活用できるように、教材・分野ごとにテーマ

を決め 30 冊程度のセットを用意 

③学校サポート講座：読書活動の推進や情報収集能力向上のため、学校で実施される研修会に県

立図書館職員を講師として派遣 

           ※講座例「ブックカバーのかけ方」「本の修理」「読書の楽しみについて」 

「論文作成のためのテーマ決定について」 
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３－２ 社会教育関係団体等※24における読書活動の推進 

 

(1) 社会教育関係団体等の役割 

本県には多くの親子読書会や読書グループ、読書活動を取り入れている子

育てサークル等があり、子どもの読書活動の推進に関する県民への理解や関

心を広めるとともに、子どもが読書に親しむ様々な機会を提供するなど、子

どもの主体的な読書活動を推進することに大きく貢献している。 

しかし、団体の会員数の減少により、活動の幅が狭まっており、これらの

関係団体の活動が活かせるように環境の整備が必要である。 

また、人生100年時代と言われる中、社会の変化の激しい今後の時代におい

ては、学校を卒業し、社会人となった後も新たな知識や技能、教養を身に付

けることが必要である（リカレント教育※25）。読書活動は、生涯を通じた学

びの１つであり、子どもが社会人になった後も継続して読書に親しむ人生を

送るためには、社会教育関係団体等において、子どもの読書習慣の定着に向

けた支援や学びを支える人材の育成が求められている。 

  

(2) 取組の方向 

ア 読書週間等のキャンペーンの実施 

 (ｱ) 読書感想文コンクールの実施 

(ｲ) 家庭における読書の奨励 

 

イ 読み聞かせ、フォーラム等の開催 

 (ｱ) 県内各地を訪問しておこなう読み聞かせの実施 

 (ｲ) フォーラム等の開催による読書活動の推進 

 

ウ 社会教育関係団体間の連携 

(ｱ) 子ども読書ボランティア団体、ＰＴＡ、学校、関係機関等、団体間の

連携の推進 

 

エ 読書活動を推進する専門的な人材の育成 

(ｱ) 公立図書館における読書ボランティアを対象とした研修の実施 

(ｲ) ＮＰＯ法人等の読書関係団体の職員等に向けた研修の実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※24 社会教育関係団体等 
 民間団体、ＮＰＯ法人等で社会教育に関係している団

体の総称。読み聞かせボランティア等のボランティア団

体も含む。 

※25 リカレント教育 
 社会人を対象として、学校教育の修了後、いったん社

会に出た後に行われる教育。職場から離れて行われるフ

ルタイムの再教育のみならず、職業に就きながら行われ

るパートタイムの教育も含まれる。 

ＮＰＯ法人おはなしくれよん（姫路市） 
 

保育園、幼稚園、小学校に通う子ども及びその保護者を対象に学校 
や公民館等で絵本の読み聞かせやお話の語り聞かせに関する事業を行 
っている。子どもたちの想像力を養い、その健全育成を図るとともに、 
大人たちには、人生懐古や癒しを提供している。併せて、絵本の読み 
手、話の語り手の育成や絵本等の普及び手作り絵本の創作に関する事 
業を行っている。 
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４－１ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進 

(1) 幼稚園・保育所等の役割 

   幼児期に本の楽しさを知り、本への親しみを感じることは、その幼児の将

来における読書習慣の定着に大きな影響があるものと考えられる。このため、

幼稚園教育要領や保育所保育指針※等に基づき、読み聞かせ等により幼児と

本の距離を近づけていく取組が重要である。併せて保護者に対し、読み聞か

せ等の大切さや意義を広く普及することが求められる。 

 

(2) 取組の方向 

ア 絵本や物語に親しむ活動の充実 

(ｱ) 幼稚園教育要領や保育所保育指針等の理解促進 

重(ｲ) 安心して図書に触れることができる場の確保 

     

イ 家庭･地域との連携 

(ｱ) 保護者会等における保護者への啓発（読み聞かせ、絵本の紹介等） 

重(ｲ) 公立図書館と連携した保護者向け講座の実施 

(ｳ) 公立図書館と連携した発達段階に応じた図書の選定 

 

  ウ 幼稚園等施設（幼稚園・保育所・認定こども園）間の連携 

(ｱ) 小学校入学前に行われる連絡会等の機会を利用した、読書習慣や読書

活動の先進事例の情報共有 

(ｲ) 幼小の円滑な接続に配慮した読み聞かせを行うなど、幼児が就学後に

おいても安心して読書活動等の教育活動に専念できる環境づくり 

(ｳ) 就学後においても継続的に読書活動を推進できるよう、読み聞かせの

手法を共有・継承するなど読書習慣の定着に向けた取組の推進 

 

エ 多様な読書活動の展開 

(ｱ) 小中学生が幼稚園・保育所等の乳幼児に読み聞かせを行うなど、読書

活動を通じた小中学生との異年齢交流等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学校等における読書活動の推進 

幼稚園と小学校の接続を考えた読書活動の取組 
 

 神戸市では、幼小の円滑な接続のために幼稚園側からのアプローチカ 

リキュラム、小学校側からのスタートカリキュラムが実施されている。 

これらを踏まえ、幼稚園児と１年生が一緒に読書を行うことや、５年生 

が幼稚園に行き、絵本の読み聞かせをする活動を行っている。幼稚園児 

が安心して入学し、本を読むことができる環境づくりを目指している。 

※ 幼稚園教育要領、保育所保育指針には、「言葉」

の内容に「絵本や物語などに親しみ、興味を持って

聞き、想像する楽しさ味わう。」と規定されてい

る。 
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４－２ 小学校・中学校における読書活動の推進 

(1) 小学校・中学校の役割 

    学校は、子どもの本への関心を高め、読書習慣の定着を図るために極めて

重要な役割を担っている。学校教育法（昭和22年法律第26号）においては、

義務教育として行われる普通教育の目標の一つとして「読書に親しませ、生

活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと」（第21

条第５号）が規定されている。学習指導要領においても、言語活動等を充実

するとともに、学校図書館を活用し、児童生徒の自主的、自発的な読書活動

を充実することとされている。 

これらを踏まえ、学校においては、全ての子どもが自由に読書を楽しみ、

読書の幅を広げていくことができるように適切な支援を行うとともにそのた

めの環境を整備し、子どもの読書の量を増やすことのみならず、読書の質を

高めていくことが求められている。 
 

(2) 取組の方向 

  ア 児童生徒の読書習慣の定着に向けた読書指導の充実 

(ｱ) 子どもの「本への関心を高める」ための工夫･改善 

・ 学校図書館図書標準の計画的な達成による児童生徒の健全な教養の

育成に資する適切な資料構成 

(ｲ) 児童生徒同士が一緒に読書をする機会の確保 

重(ｳ) 図書に触れる機会の確保 

・  一斉読書、読書会、ペア読書、お話（ストーリーテリング）、ブッ

クトーク、アニマシオン※26、ビブリオバトル等の実施 

・  推薦図書コーナーの設置、図書館通信の発行等 

重(ｴ) 教科等の学習との連携 

・ 読書活動による「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改

善、探究型授業への改善（コンピューターや視聴覚機器、ＮＩＥの活用） 

   (ｵ) 委員会活動等を通じた児童生徒による主体的な読書活動 
（図書委員を「子ども司書」、「読書コンシェルジュ（活動推進リーダー）」

と呼び、主体的な活動を進める取組等） 

(ｶ) 小中連携の取組 

・  校種間による読書活動についての情報交換 

・  読書活動を通した児童生徒の交流 

・ 読書記録をポートフォリオとして進学先への引継ぎ等 

(ｷ) すべての教職員の意識高揚 

・ 読書指導、学校図書館の活用等の研修 
 

イ 家庭・地域との連携による読書活動の推進 

 (ｱ) 地域人材を活用した子どもへの読み聞かせや活動の実施 

(ｲ) 保護者会時における保護者への啓発（読み聞かせ、絵本紹介等） 

(ｳ) 公立図書館と連携した教職員及び保護者向け講座の実施 

(ｴ) 公立図書館と連携した発達段階に応じた図書の選定 

 

※26 アニマシオン 

 読書へのアニマシオンとは、子どもたちの参加により

行われる読書指導のことであり、読書の楽しさを伝え自

主的に読む力を引き出すために行われる。ゲームや著者

訪問等、様々な形がある。 
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４－３ 高等学校における読書活動の推進 
 

(1) 高等学校の役割 

高校生にとって読書活動は、自我の確立、人生における悩みと向き合う力

の育成、進路選択の視野の拡大、知的好奇心の充足など、様々な効能があり、

小中学生の時期と同様、積極的に推奨すべきものである。生徒の本への関心

を高め、就学前から小中学生の時期に定着してきた読書習慣を生涯を通じて

確たるものとするため、小中学校に引き続き高等学校でも読書活動は、極めて

重要な役割を担っている。 

昨今、スマートフォン等の普及により多様な情報収集が可能となっており、

本への関心を高めるためにパソコン、スマートフォン、タブレット等を活用

することも有益である。また、様々な情報が飛び交う時代であるからこそ読

書活動により情報の取捨選択能力や情報を読み取る力を育成することが必要

である。 
 

(2) 取組の方向 

  ア 生徒の読書習慣の定着に向けた読書指導の充実 

(ｱ) 全校一斉読書等の積極的な取組 

・ 「１日１ページ読書」、「20分読書」等の取組 

   (ｲ) 計画的･意図的な読書活動の推進 

・ 各教科の年間指導計画に学校図書館の利用を位置づけ 

・  各教科等の指導内容と関連する図書館資料の提供 

重(ｳ) 生徒同士で本を薦め合うなどの読書への関心を高める取組 

・ ブックトーク、ビブリオバトル、推薦図書の選定、推薦図書コーナ

ーの設置等、読書活動を推進する多様な読書活動の取組 

(ｴ) 委員会活動を通じた生徒による主体的な取組 

重(ｵ) 教科等の学習との連携 

・  読書活動による「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改

善、探究型授業への改善（コンピューターや視聴覚機器、ＮＩＥの活用） 

(ｶ) 多校種との連携の取組 

・ 幼児等、小中学生への本の紹介、読み聞かせ等 

・ 中学校から引き継がれた読書記録等がある場合の有効活用 

(ｷ) すべての教職員の意識高揚 

・ 読書指導、学校図書館の活用等の研修 
 

イ 家庭・地域との連携による読書活動の推進 

(ｱ) 保護者会等における保護者への啓発（読解力と読書の効用について等） 

(ｲ) 公立図書館等と連携した教職員及び保護者向け講座の実施 

(ｳ) 公立図書館等と連携した図書の選定 
 

    ウ 読解力の向上に向けた効果的な読書活動の研究 

   (ｱ) ＲＳＴ（リーディングスキルテスト）等を活用した検証 
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読書活動を通じた校種間の連携（小・中・高） 
 

 読書習慣の定着を図るためには、定着した習慣が失われてしまわないよう、各校種

での取組のみならず、その接続期をはじめ、校種間で連携することが重要である。例

えば、県立姫路東高等学校では、特別活動において読書を通じて作成した地域の歴史

に関するかるたを市内の小中学生に紹介し、読書の楽しさ、地域の歴史を伝える取組

を実施している。こうした世代の異なる子どもたちの交流により、生涯を通じて読書

への興味や関心が高まることが期待される。 

また、こうした場は、小中学生が大人や高校生を対象とした書物に出会うことにも

繋がり、さらなる意欲的な読書活動が展開されるといった効果も期待される。 
 

【取組例】 

○ 教員の連携               

   小中高の教員の連絡会を開き、講演会、研修会、研究を進めている。また、小学校の教

員が中学校へ出向き、本の読み聞かせをしている。 

○ 公立図書館の取組                 

   ＹＡコーナーを運営している高校生の企画で開催している読書イベントに小中学生が参

加している。 

高校生の本への関心を高める取組 
１ 対話的な読書 

  高校生段階では、友人等同世代の者との間で、本を紹介し合ったり、批評をした

りする活動を行うことが有効である。その際、マンガやアニメといった趣味嗜好に

関する本やスポーツや芸術文化といった部活に関する本など、親しみやすい題材を

共有することも有効である。 
  こうした対話的な読書活動は、読書の幅を広げるきっかけとなるとともに、他者

の価値観や考えを知り、それを受容して自分自身の考えを見つめ、深めることにつ

ながるという点からも有益である。 
 

２ 読書リストの提示共有 

県立高等学校では、生徒の読書活動の充実を目指し、校内の「推薦図書 100 選」

等を選定している。選定には、図書委員会をはじめ、卒業生、教員、保護者、高校

ゆかりの作家等が関わっている。校内では一斉読書の本を選ぶ際などに活用するな

ど各学校の実態に応じた取組を推進している。 
 
 

『長田高校の 100 冊』 
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４－４ 障害のある子ども、外国につながりのある子ども等の読書活動の推進 

 

(1) 障害のある子ども、外国につながりのある子ども等への取組 

障害のある子どもは、特別支援学校のほか、通常の学校にも在籍している

ことを踏まえ、全ての学校において障害のある子どもが豊かな読書活動がで

きるよう環境の整備をする必要がある。「視覚障害者等の読書活動の整備の推

進に関する法律（読書バリアフリー法）」が成立し、一人一人の教育的ニーズ

に応じた様々な形態の図書館資料の整備が図られるとともに、学習指導要領

等に基づき自発的な読書を促す取組を推進するとされた。 

また、外国につながりのある子どもの読書活動を推進するには、その子ど

もの実態を把握し読書に関心を持ち、豊かな読書活動が行えるよう、様々な

機会や環境を整備する必要がある。 
 

(2) 取組の方向 

ア 他校との資料や情報の交換や実践例の紹介 

障害等の状態に応じた選書や環境の工夫、視聴覚機器等を活用した実践

例など学校間での情報共有 

 

イ 資料の活用促進 

視覚特別支援学校及び点字図書館等で所蔵する資料の活用促進 

 

ウ 読み聞かせなどの読書活動の推進 

  拡大絵本等一人一人のニーズに応じた書籍等を活用した読み聞かせ 

 

エ 関係機関との連携による資料収集や環境整備 

視聴覚障害者情報センターや子ども多文化共生センター※27、国際理解セ

ンター等との連携促進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器を活用した学習 
 

 県立視覚特別支援学校では、点字図書や立体図書、拡大図書、 

拡大絵本等で読書活動を行っている。また、ＩＣＴ機器として 

パソコンによる音声読み上げソフトの活用やタブレット端末の拡 

大機能を活用した授業が行われている。 

授業で大切にしていることは、子どもたちに言葉や言葉の意味 

が正確に伝わるよう情報保障をすることである。 

※27 子ども多文化共生センター 
すべての児童生徒が互いを尊重し合い、多様な文化的背景を持つ外国人児童生徒等と、豊かに共生する真の国際化に

向けた教育の取組や外国人児童生徒等の自己実現の支援などをコーディネートしながら総合的な施策の展開を図る拠点

として設置された。 
【主な事業】教育相談、学習教材や情報の提供、各種資料の展示と貸出、国際理解を進める交流活動の企画・運営、 

子ども多文化共生サポートやボランティアバンクの整備、各種調査や指導者研修等の実施 
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４－５ 学校図書館の機能強化 

 

(1) 学校図書館の役割 

学校図書館は、読書センターとしての機能、学習センター及び情報センタ

ーとしての機能を持つ、学校教育に欠くことのできない重要な設備であり、

様々な学習活動を支援する機能を果たすことが求められている。※ 

また、子どもたちの言語能力、情報活用能力、問題解決能力、批判的思考

力の育成を支え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を進める

基盤としての役割や様々な学校現場における課題解決のための物理的、機能

的な受け皿としての役割を果たしていくべきものである。 
昨今のＩＣＴ技術の加速的な進展に対応し、児童生徒の本へ向き合う時間

を増やすためには、時代に即した学校図書館を構築していく必要がある。例

えば、パソコンやタブレット等が負荷なく使用でき、インターネットを通し

た調べ学習ができる環境を整えたり、児童生徒同士がディスカッションした

り、グループ学習をしやすい環境を整えたりすることが必要である。 

 
(2) 取組の方向 

ア 校内組織及び学校経営方針等の確立 

(ｱ) 学校図書館を円滑に運営する校内組織の確立 

(ｲ) 学校図書館の積極的な利活用等を盛り込んだ学校経営方針・年間指導

計画の策定 

 

イ 学校図書館資料の計画的な整備・充実 

(ｱ) 児童生徒の読書活動を推進し、多様な興味・関心に応える学校図書館

資料の計画的な整備・充実 

(ｲ) 公立図書館、他校の学校図書館との連携・協力による資料の相互貸借 

 

ウ 読書環境の整備・充実 

(ｱ) 学校図書館の施設や環境の工夫 

(ｲ) 学級における読書環境の整備・充実 

 

エ 授業改善を効果的に進める基盤 

児童生徒の言語能力、情報活用能力、問題解決能力、批判的吟味力等の

育成を支え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を効果的に

進める基盤としての学校図書館の運営 

 

重オ 学校図書館のメディアセンター化 

蔵書を管理するコンピューターや校内ＬＡＮの整備、インターネットを

利用した公立図書館との連携を進めることで、知りたい情報が集まる学校

図書館のメディアセンター化を図る。 

 
 

※ 国の計画において、学校図書館は以下のとおり位置づけられている。 
 ・読書センター：児童生徒の読書活動や児童生徒の読書指導の場である。 
 ・学習センター：児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解を深めたりする場である。 
 ・情報センター：児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、児童生徒の情報収集・選択・活用能力を育成し 

たりする場である。 
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学習指導要領における学校図書館の規定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校図書館の「メディアセンター化」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しい学習指導要領においては、児童生徒の主体的・対話的で深い学びを実現する

ため、学校図書館を計画的に利用し、その機能を活用することが盛り込まれている。

また、例えば、教科「国語」においては、以下のとおり、具体的に教科指導との関連

が明記されている。 
 

【学習指導要領】（小学校国語 関係部分抜粋） 

第１節 国語  

第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容［思考力、判断力、表現力等］ 

    Ｃ 読むこと「次のような言語活動を通して指導すること」 

１・２年「学校図書館などを利用し、図鑑や科学的なことについて書いた本などを 

読み、分かったことなどを説明する活動」 

          ３・４年「学校図書館などを利用し、事典や図鑑などから情報を得て分かったこと 

などをまとめて説明する活動」 

５・６年「学校図書館などを利用し、複数の本や新聞などを活用して調べたり考え 

たりしたことを報告する活動」 
 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

「Ｃ 読むこと」に関する指導については、読書意欲を高め、日常生活において読書

活動を活発に行うようにするとともに、他教科等の学習における読書の指導や学校図書

館における指導との関連を考えて行うこと。 

内容の指導に当たっては、学校図書館などを目的を持って計画的に利用しその機能の

活用を図るようにすること。その際、本などの種類や配置、探し方について指導するな

ど、児童が必要な本などを選ぶことができるよう配慮すること。 

県では、学校現場において、児童生徒向けの一人一台端末と高速大容量の通信ネッ

トワークを一体的に整備するＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組を推進するこ

ととしている。こうした学校現場におけるＩＣＴ環境の整備の進展に伴い、多様な学

びを実践する場として学校図書館の在り方も変化していく必要がある。これまで学校

図書館が有していた「読書センター」「学習センター」「情報センター」の各機能に加

え、あらゆる児童生徒が日常的に集い、充実したＩＣＴ環境も活用しながら他者との

交流を深めるとともに自己の研鑽を図る場として、「メディアセンター化」を進めて

いく。 
 

＜取組事例＞ 

１ ＩＣＴセンター 

・ 教室の電子黒板から蔵書検索、共有フォルダにアクセス可とする。 

・ ＳＮＳを活用した新着本情報等の発信をする。 

・ Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備し、タブレット利用可とする。 

 ２ 日常的な思考の場 

・ 放課後の図書館を会場に、児童生徒が興味関心や思いをもとに話し合う。児童生

徒同士で学ぶ空間とする。 

 ３ パフォーマンスの場 

  ・ 昼休みなどに部活動の取組発表や演劇、演奏、作品展示などを行い鑑賞する。 

 ４ 専門家の講座の場 

・ 絵本作家の講演や、専門家による古文書講座等を開催する。 

 ５ 古本、雑誌市の場 

  ・ 古本や古雑誌などの寄贈を募り、譲渡する。 

 ６ 部活動の紹介の場 

  ・ 部活動を紹介するとともに部員お薦め本を紹介する。 

 ７ ミーティングの場 

  ・ 短時間の打合せの場としてコーナーを貸し出す。 
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４－６ 子どもの読書活動を支える人的体制の整備 

 

学校において子どもの本への関心を高める取組を推進するにあたり、それを支

える人材を育成することが必要である。本の世界の案内役となる専門的な知識・

技能を持った先導者がいることで子どもの読書活動は充実したものとなる。 

学校図書館の運営は、館長である校長のリーダーシップのもと、司書教諭※28が

中心となり、教職員、学校司書、地域のボランティア等が連携協力して、計画的、

組織的に運営されるよう努めるべきである。 

各学校における読書活動の推進方策について、必要に応じて研究・研修を行う

ことも必要である。 

 
(1) 司書教諭の配置 

司書教諭は、学校図書館資料の選択・収集・提供のほか、学校図書館を活

用した教育活動の企画の実施、教育課程の編成に関する他の教員への助言等、

学校図書館の運営・活用について中心的な役割を担っている。 

司書教諭が学校図書館業務に従事できるよう、その役割等について理解を

図ることが重要である。 

 
(2) 学校司書の配置 

学校司書は、専ら学校図書館の職務に従事する職員である。学校図書館活

動の充実を図るためには、学校司書を配置して、司書教諭と連携しながら、

多様な読書活動を企画・実施したり、学校図書館サービスの改善・充実を図

ったりしていくことが有効である。学校司書を配置する公立小中学校は近年

増加しており、児童生徒と本をつなぐ役割を果たす学校司書の必要性を周知

していくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※28 司書教諭 
 「学校図書館法」（昭和 28 年法律第 185 号）に規定さ

れており、学校図書館の専門的職務を掌る。主幹教諭、

指導教諭又は教諭をもって充てることとなっており、12
学級以上の学校には必ず置かなければならない。 
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 (1) 「子ども読書の日」や読書週間を中心とした啓発活動の推進 

「子ども読書の日(４月23日)」は、「国民の間に広く子どもの読書活動につ

いての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲

を高めるため」に設けられたものである。（推進法第10条第１項） 

「こどもの読書週間（４月23日～５月12日）」や文字・活字文化についての

関心と理解を深めるために設けられた「文字・活字文化の日（10月27日）」、

「読書週間（10月27日～11月９日）」等の広報・周知と取組の充実を図るな

ど、年間を通じて子どもと大人が、ともに地域全体で読書活動を推進する気

運を一層高めていくよう努める必要がある。 
 

 (2) 読書活動の普及啓発に向けた取組の実施及び交流 

   子どもの読書活動の実態や県内の学校、図書館、社会教育関係団体等にお

ける先駆的、モデル的な取組に関する情報を収集し、フォーラム、イベント

等を通じて普及、提供していくことが重要である。 
  

 (3) 優れた取組の奨励 

   子どもの読書活動の推進に関し、優れた取組等をするなどして関係者の取

組の意欲をさらに高め、活動内容の充実を図るとともに、県内に子どもの読

書活動についての関心と理解を深めることが大切である。 
 

 (4) 市町の子ども読書活動推進計画 

   子どもの読書活動の推進に当たっては、子どもや保護者に最も近い立場に

ある市町の役割が重要である。教育委員会のみならず、福祉部局等と連携す

ることに加え、学校、図書館、社会教育関係団体等といった関係者の連携、

協力により、横断的な取組が必要である。 

   このように、総合的かつ計画的に実施するに当たり、推進法第９条の２項

に規定されているように、市町推進計画を策定するよう努めることとされて

おり、その際、可能な限り具体的な目標を設定することが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 子どもの読書活動を推進するための全県的な取組の推進 

子どもの読書活動に関する支援体制の充実 Ⅲ 

【公立図書館の取組の紹介】（学校、学校図書館、地域との連携） 
 

 伊丹市立図書館では、「伊丹でみつける・さぐる・かんがえる図書館 

を使った調べるコンクール」を開催している。 

小学生以上を対象に、自身の疑問を伊丹市立図書館や学校図書館を使 

って調べてまとめた作品を募集し、上位の作品は、全国コンクールに推 

薦する。コンクールまでには、テーマのみつけ方や調べ方、まとめ方を 

学ぶ講座を開催するなど、図書館を活用した子どもたちの主体的な学び 

と思考･判断･表現する力の育成を目指している。 
 

第 23 回図書館を使った調べる学習コンクール「地域コンクール主催者表彰」総務大臣賞受賞 
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２ 各種推進団体の支援等 

 

(1) 関係団体の活動に対する支援 

   Ⅱの３－２（P26）で詳述した社会教育関係団体等をはじめとする民間団

体は、子どもの読書活動に関する理解や関心を高めるとともに、子どもが読

書に親しむ様々な機会を提供するなど、子どもの読書活動の推進に大きな役

割を果たしており、その役割に鑑み、県としてその活動を支援する必要があ

る。このため、県としては、県内の関係団体の取組の状況を把握することに

より、先進的な取組を他団体に周知するとともに「子どもゆめ基金」等の活

用の促進を行うこととする。 

    

    

(2) 県内大学との連携強化 

   大学の図書館は最新の情報が集まるセンターとしての役割を果たしている。

専門的な分野の蔵書が充実しているため、子どもの読書活動を推進する上で、

大学との連携を図り、大学図書館が有する知見や資料の展示や相互貸借、レ

ファレンスなどを活用することは有効である。 

   県立図書館は、平成24年３月から横断検索が可能となった神戸大学付属図

書館をはじめ、県内大学との連携・協力を深めている。 
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ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）概要    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆家庭での読書の習慣付けの重要性の理解促進  

◆家庭における読書活動の実践 

 ・保護者による絵本、物語の読み聞かせ 

・家読（うちどく） 

◆県・市・町における家庭への支援 

  ・ブックスタート（乳幼児検診時の読み聞かせ

等）の実施 

・家族で利用しやすい公立図書館の環境づくり 

家庭 
【幼稚園・保育所等】 

◆絵本や物語に親しむ活動 

・教育要領等に基づく、環境整備 

◆家庭・地域との連携 

  ・保護者への啓発、保護者向け講座 
 

【小学校、中学校】 

◆読書習慣の定着・指導の充実 

  ・言語活動の充実、教科学習との連携 

 ・探究型授業の実施 

◆家庭・地域との連携 

  ・保護者への啓発、保護者向け講座 

  ・図書選定 
 

【高等学校】 

◆読書習慣の定着・指導の充実 

  ・本の薦め合い、ビブリオバトル等の実施 

◆家庭・地域との連携 

  ・図書館コーナー運営への参画 

  ◆読解力向上のための読書活動の研究 

  ・リーディングスキルテストの活用等 
  

【障害のある児童生徒等】 

◆豊かな読書活動のための整備 

・視聴覚機器等の活用 

  ・多言語による資料の充実 
 

【学校図書館の機能強化・人材育成】 

◆計画的な整備・充実 

  ・ICT 環境の充実によるメディアセンター化 

  ・授業改善に資する運営 

 ◆学校司書の研修等の実施 

学校等 

【公立図書館】 

◆子どもの読書活動を推進するための機能強化 

  ・中高生コーナーの設置、司書の資質向上 

◆学校、学校図書館との連携 

 ・団体貸し出し、移動図書館 

◆読書活動を推進するための情報発信 

  ・広報誌、SNS 等による普及啓発、お話会 

    ［県立図書館の活性化］ 
 

【社会教育関係団体等】 

◆読み聞かせの実施等の積極的な展開 

◆多様な関係団体との連携 

  ・ボランティア団体、ＰＴＡ等 

◆人材育成・資質向上 

・研修の実施 

地域 

 

◆「子ども読書の日」や読書週間を中心とした啓発活動の推進 
◆市町の子ども読書活動推進計画 
◆読書活動の普及啓発に向けた取組の実施及び交流 
◆優れた取組の奨励 

◆社会教育関係団体の役割 

◆県内大学との連携強化 

各種推進団体の支援 子どもの読書活動を推進するための全県的な取組の推進 

【取組の方向性】 ○ 子どもの発達段階に応じた“本に出会い、触れる機会の充実”[不易] 

○ 子どもの読書活動を支える人材育成及び環境整備[不易] 

○ 新しい時代への対応[流行] 
・ ＩＣＴ技術の進展や出版形態の多様化に伴う読書環境の変化への対応 
・ 子どもが集まる図書館づくりへの移行の促進、ＩＣＴ環境への対応 

家庭・地域・学校における読書活動の推進 

子どもの読書活動に関する支援体制の充実 

【基本方針】  読書を通じて、豊かな心を育む 

～本への関心を高め、読書習慣の定着を図る～ 

［令和２年度～令和５年度］ 

【現    状】 ○ 本を読む子どもの割合は依然低い（小・中・高とも全国平均を下回る） 

○ 家庭での絵本の読み聞かせ等の時間の減少（家庭により差が大きくなっている） 

○ スマートフォンの普及等による読書環境への影響 



 

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年12月12日法律第154号） 

 

（目的）  

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地

方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な

事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。  

 

 （基本理念）  

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生

きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての

子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができる

よう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。  

 

 （国の責務）  

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。  

 

 （地方公共団体の責務）  

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情

を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。  

 

 （事業者の努力）  

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読

書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものと

する。  

 

 （保護者の役割）  

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に

積極的な役割を果たすものとする。  

 

 （関係機関等との連携強化）  

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施され

るよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制

の整備に努めるものとする。  

 

 （子ども読書活動推進基本計画）  

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本

計画」という。）を策定しなければならない。  

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報

告するとともに、公表しなければならない。  

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。  

 

 （都道府県子ども読書活動推進計画等）  

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県

における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読



 

書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」

という。）を策定するよう努めなければならない。   

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定さ

れているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）

を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、

当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町

村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。  

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動

推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。  

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画

の変更について準用する。  

 

 （子ども読書の日）  

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子ど

もが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。  

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。  

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努め

なければならない。  

 

（財政上の措置等）  

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため

必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

  

附則 

 

この法律は、公布の日から施行する。  

 

 

 

○  衆議院文部科学委員会における附帯決議  

 

  政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。  

  一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整

備していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。 

  二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動

の推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

  三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことがで

きる環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。 

  四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重する

こと。 

  五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自

主的判断に基づき提供に努めるようにすること。 

  六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業へ

の子どもの参加については、その自主性を尊重すること。 

 

 



学校図書館法（昭和28年８月８日法律第185号） 
 

（この法律の目的） 

第一条 この法律は、学校図書館が、学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であ

ることにかんがみ、その健全な発達を図り、もつて学校教育を充実することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「学校図書館」とは、小学校（義務教育学校の前期課程及び特別支

援学校の小学部を含む。）、中学校（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程及び

特別支援学校の中学部を含む。）及び高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校

の高等部を含む。）（以下「学校」という。）において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学

校教育に必要な資料（以下「図書館資料」という。）を収集し、整理し、及び保存し、これ

を児童又は生徒及び教員の利用に供することによつて、学校の教育課程の展開に寄与すると

ともに、児童又は生徒の健全な教養を育成することを目的として設けられる学校の設備をい

う。 

 

（設置義務） 

第三条 学校には、学校図書館を設けなければならない。 

 

（学校図書館の運営） 

第四条 学校は、おおむね左の各号に掲げるような方法によつて、学校図書館を児童又は生徒

及び教員の利用に供するものとする。 

一 図書館資料を収集し、児童又は生徒及び教員の利用に供すること。 

二 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。 

三 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を行うこと。 

四 図書館資料の利用その他学校図書館の利用に関し、児童又は生徒に対し指導を行うこと。 

五 他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公民館等と緊密に連絡し、及び協力すること。 

２ 学校図書館は、その目的を達成するのに支障のない限度において、一般公衆に利用させる

ことができる。 

 

（司書教諭） 

第五条 学校には、学校図書館の専門的職務を掌らせるため、司書教諭を置かなければならな

い。 

２ 前項の司書教諭は、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除

く。）、指導教諭又は教諭（以下この項において「主幹教諭等」という。）をもつて充てる。

この場合において、当該主幹教諭等は、司書教諭の講習 

３ 前項に規定する司書教諭の講習は、大学その他の教育機関が文部科学大臣の委嘱を受けて

行う。 

４ 前項に規定するものを除くほか、司書教諭の講習に関し、履修すべき科目及び単位その他

必要な事項は、文部科学省令で定める。 

 

（学校司書） 

第六条 学校には、前条第一項の司書教諭のほか、学校図書館の運営の改善及び向上を図り、

児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、専ら学校図書館

の職務に従事する職員（次項において「学校司書」という。）を置くよう努めなければなら

ない。 

２ 国及び地方公共団体は、学校司書の資質の向上を図るため、研修の実施その他の必要な措

置を講ずるよう努めなければならない。 



 

（設置者の任務） 

第七条 学校の設置者は、この法律の目的が十分に達成されるようその設置する学校の学校図

書館を整備し、及び充実を図ることに努めなければならない。 

 

（国の任務） 

第八条 国は、第六条第二項に規定するもののほか、学校図書館を整備し、及びその充実を図

るため、次の各号に掲げる事項の実施に努めなければならない。 

一 学校図書館の整備及び充実並びに司書教諭の養成に関する総合的計画を樹立すること。 

二 学校図書館の設置及び運営に関し、専門的、技術的な指導及び勧告を与えること。 

三 前二号に掲げるもののほか、学校図書館の整備及び充実のため必要と認められる措置を講

ずること。 

 

附 則 抄  

 

（施行期日） 

１ この法律は、昭和二十九年四月一日から施行する。 

（司書教諭の設置の特例） 

 

２ 学校には、平成十五年三月三十一日までの間（政令で定める規模以下の学校にあつては、

当分の間）、第五条第一項の規定にかかわらず、司書教諭を置かないことができる。 

 

附 則 （昭和三三年五月六日法律第一三六号） 抄  

１ この法律は、公布の日から施行し、昭和三十三年四月一日から適用する。 

 

附 則 （昭和四一年六月三〇日法律第九八号） 抄  

（施行期日） 

１ この法律は、昭和四十一年七月一日から施行する。 

附 則 （平成九年六月一一日法律第七六号）  

この法律は、公布の日から施行する。 

 

附 則 （平成一〇年六月一二日法律第一〇一号） 抄  

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成十一年四月一日から施行する。 

 

附 則 （平成一一年一二月二二日法律第一六〇号） 抄  

（施行期日） 

第一条 この法律（第二条及び第三条を除く。）は、平成十三年一月六日から施行する。ただ

し、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

 

一 第九百九十五条（核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律の一部を改正す

る法律附則の改正規定に係る部分に限る。）、第千三百五条、第千三百六条、第千三百二十四

条第二項、第千三百二十六条第二項及び第千三百四十四条の規定 公布の日 

 

附 則 （平成一五年七月一六日法律第一一七号） 抄  

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成十六年四月一日から施行する。 

 



（その他の経過措置の政令への委任） 

第八条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置

は、政令で定める。 

 

附 則 （平成一八年六月二一日法律第八〇号） 抄  

 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成十九年四月一日から施行する。 

 

附 則 （平成一九年六月二七日法律第九六号） 抄  

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日か

ら施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

一 第二条から第十四条まで及び附則第五十条の規定 平成二十年四月一日 

 

附 則 （平成二六年六月二七日法律第九三号）  

 

（施行期日） 

１ この法律は、平成二十七年四月一日から施行する。 

 

（検討） 

２ 国は、学校司書（この法律による改正後の学校図書館法（以下この項において「新法」と

いう。）第六条第一項に規定する学校司書をいう。以下この項において同じ。）の職務の内容

が専門的知識及び技能を必要とするものであることに鑑み、この法律の施行後速やかに、新

法の施行の状況等を勘案し、学校司書としての資格の在り方、その養成の在り方等について

検討を行い、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 

 

附 則 （平成二七年六月二四日法律第四六号） 抄  

 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。 

 



文字・活字文化振興法（平成 17 年７月 29 日法律第 91 号） 

 
（目的） 

第一条 この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積してきた知識及び

知恵の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達に欠くことの

できないものであることにかんがみ、文字・活字文化の振興に関する基本理念を定め、

並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、文字・活字文化の振興に

関する必要な事項を定めることにより、我が国における文字・活字文化の振興に関す

る施策の総合的な推進を図り、もって知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実

現に寄与することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用いて表現さ

れたもの（以下この条において「文章」という。）を読み、及び書くことを中心とし

て行われる精神的な活動、出版活動その他の文章を人に提供するための活動並びに出

版物その 

他のこれらの活動の文化的所産をいう。 

 

（基本理念） 

第三条 文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その自主性を

尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居住す

る地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等しく豊かな文字・活字文化の恵

沢を享受できる環境を整備することを旨として、行われなければならない。 

２ 文字・活字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに十分配

慮されなければならない。 

３ 学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の恵沢を享受することがで

きるようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む力及び書く力並びにこ

れらの力を基礎とする言語に関する能力（以下「言語力」という。）の涵養に十分

配慮されなければならない。 

 

（国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念（次条において「基本理念」という。）にのっとり、文

字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実

情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を有す

る。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第六条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に実施され

るよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要

な体制の整備に努めるものとする。 

 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対応できるようにするため、

必要な数の公立図書館を設置し、及び適切に配置するよう努めるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対して適切な図書館奉仕を提供する



ことができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化の

推進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び向上のために必要

な施策を講ずるものとする。 

３ 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行う図書館の一般公衆への開放、

文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・活字文化の振興

に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

４ 前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・活字文

化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行う民間団体の支援そ

の他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学校教育における言語力の涵養） 

第八条 国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵養が十分に図られるよう、

効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために必要な施策を講ずるとともに、

教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のために必要な施策

を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵養に資する環境の整備充実

を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員の充実

等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進等の物的条

件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。 

 

（文字・活字文化の国際交流） 

第九条 国は、できる限り多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるようにすると

ともに我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、我が国においてその

文化が広く知られていない外国の出版物の日本語への翻訳の支援、日本語の出版物の

外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化の国際交流を促進するために必要な施

策を講ずるものとする。 

 

（学術的出版物の普及） 

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術研究の成

果についての出版の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めるようにするた

め、文字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい行事が実

施されるよう努めるものとする。 

 

（財政上の措置等） 

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施するため

必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附 則 

 

この法律は、公布の日から施行する。 



○ 関係法令・計画等一覧 

 

【法律】 

・ 教育基本法（平成18年12月22日 法律第120号） 

・ 学校教育法（昭和22年３月31日 法律第26号） 

・ 文字・活字文化振興法（平成17年７月29日 法律第91号） 

・ 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年12月12日 法律第154号） 

・ 学校図書館法（昭和28年８月８日 法律第185号） 

・ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成25年６月26日法律第65号） 

・ 義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律 

（平成28年12月14日法律第105号） 

・ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律 

                        （令和元年６月28日法律第49号） 

【学習指導要領等】 

・ 保育所保育指針（平成31年３月31日厚生労働省告示第117号） 

・ 幼稚園教育要領（平成29年３月31日 平成29年文部科学省告示第62号） 

・ 小学校学習指導要領（平成29年３月31日 平成29年文部科学省告示第63号） 

・ 中学校学習指導要領（平成29年３月31日 平成29年文部科学省告示第64号） 

・ 高等学校学習指導要領（平成30年３月30日 平成30年文部科学省告示第68号） 

・ 特別支援学校幼稚部教育要領（平成29年４月28日 平成29年文部科学省告示第72号） 

・ 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

（平成29年４月28日 平成29年文部科学省告示第73号） 

・ 特別支援学校高等部学習指導要領 

（平成31年２月４日 平成31年文部科学省告示第14号） 

【計画】 

＜国の計画＞ 

・ 子供の読書活動の推進に関する基本的な計画 

第一次：平成14年８月２日 閣議決定 

第二次：平成20年３月11日 閣議決定 

第三次：平成25年５月17日 閣議決定 

第四次：平成30年４月30日 閣議決定 

・ 第３期教育振興基本計画（平成30年６月15日 閣議決定） 

＜県の計画＞ 

 ・ ひょうご子どもの読書活動推進計画 

     第１次 平成16年３月 

     第２次 平成21年９月 

     第３次 平成27年３月 

 

・ 第３期ひょうご教育創造プラン（平成31年２月 兵庫県教育委員会） 



○ 子どもの読書活動に関するホームページ一覧 

 

 

・ 文部科学省「子ども読書の情報館」    

  http://www.kodomodokusyo.go.jp/ 

 

・ 文部科学省「子どもの読書活動推進ホームページ」 

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/ 

 

・ 文部科学省「学校図書館」 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/index.htm 

 

・ 国立国会図書館国際子ども図書館 

http://www.kodomo.go.jp/ 

 

・ 公益社団法人 全国学校図書館協議会（全国ＳＬＡ） 

https://www.j-sla.or.jp/ 

 

・ 公益社団法人 日本図書館協会（ＪＬＡ） 

https://www.jla.or.jp/ 

 

・ 兵庫県教育委員会事務局社会教育課ホームページ 

  http://www.hyogo-c.ed.jp/~shabun-bo/ 

 

・ 兵庫県教育委員会事務局義務教育課「読書活動の推進」ホームページ 

  http://www.hyogo-c.ed.jp/~gimu-bo/tosyokan/index.html 

 

 ・ 兵庫県立図書館ホームページ 

   https://www.library.pref.hyogo.lg.jp/ 

 

 ・ 兵庫県立点字図書館ホームページ 

   http://kensikyo.sakura.ne.jp/library.html 

 

 ・ 兵庫県教育委員会子ども多文化共生センター 

   http://www.hyogo-c.ed.jp/~mc-center/index.html 



ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）策定検討懇話会開催要綱 
 
 

１ 目的 

  ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）について、学校教育関係者、社

会教育関係者（読書活動推進実践者を含む）、学識経験者等の意見を聴取するため、

ひょうご子どもの読書活動推進計画〈第４次〉策定検討懇話会（以下、「懇話

会という。）を開催する。 

 

２ 検討事項 

(1) ひょうご子どもの読書活動推進計画（以下、「推進計画」という。）の進捗

状況の検証 

(2) 今後の読書活動推進方策 

(3) 前各号に掲げるもののほか、子どもの読書活動推進に関し必要な事項 

 

３ 運営 

  (1) 懇話会は、別表に揚げる者を持って構成する。 

 (2) 懇話会の開催に係る構成員の招集は社会教育課長が行う。 

 (3) 懇話会の議事を進行するため、構成員の互選により、座長を選任する。 

 (4) 教育長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に懇話会への出席を

求め、その意見を聴くことができる。 

 

４ 幹事会 

(1) 懇話会の円滑な運営に資するため、幹事会を設置する。 

(2) 幹事会は、総合的な見地から部課間の連絡調整を図り、推進計画の策定に必要な

調査及び検討を行い、懇話会に報告する。 

(3) 幹事会は、代表幹事及び幹事をもって組織する。 

 

５ 委任 

この要綱に定めるもののほか、懇話会の開催に関して必要な事項は、別に定める。 

 

６ 附則 

（施行期日） 

この要綱は、令和元年７月 18 日から施行する。 



ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）策定検討懇話会構成員 

 
 
幹事 

所属・役職等 備考 

教育次長 代表幹事 

義務教育課長  

特別支援教育課長  

高校教育課長  

社会教育課長  

県立図書館次長  

こども政策課長  

男女家庭課長  

 

 分野 名前 所属 役職等 備考 

１ 

学識経験者 

長谷 浩也 環太平洋大学 教授 
国語科教育 
教育方法 

２ 大塚 昭宏 
兵庫県教育 
文化研究所 

事務局長 研究機関 

３ 

公共図書館 

西田 陽 県立図書館 利用サービス課長  

４ 中田 正仁 
伊丹市立 
図書館 

館長 
中高生対象 

事業実施館長 

５ 

学校関係者 

岩濵 里江子 
神戸市立 

神戸幼稚園 
園長 

国 公 立 幼 稚

園・こども園

長会代表 

６ 山崎 悦子 小学校 校長 

兵庫県 

小学校長会 

代表 

７ 井上 智 
神戸市立 

本多聞中学校 
校長 

兵庫県 

中学校長会 

代表 

８ 清瀬 欣之 
県立加古川東 

高等学校 
校長 

兵庫県立学校

長協会代表 

９ 
子どもの 
読書活動 
団体等 

川石 雅代 
ＮＰＯ法人おは
なしくれよん 

（姫路市） 
理事長  

10 保護者代表 川口 博 
兵庫県 

公立高等学校 
ＰＴＡ連合会 

会長  



1 兵庫県立図書館 673-8533 明石市明石公園1-27 078-918-3366 078-913-9229

2 神戸市立中央図書館 650-0017 神戸市中央区楠町7-2-1 078-371-3351 078-371-5046

3 神戸市立東灘図書館 658-0052 神戸市東灘区住吉東町2-3-40 078-858-8773 078-858-8776

4 神戸市立灘図書館 657-0027 神戸市灘区永手町4-2-1 078-854-5560 078-851-4041

5 神戸市立三宮図書館 651-0096 神戸市中央区雲井通5-1-2 078-251-5015 078-251-5614

6 神戸市立兵庫図書館 652-0897 神戸市兵庫区駅南通5-1-1 078-682-9501 078-682-9502

7 神戸市立北図書館 651-1114 神戸市北区鈴蘭台西町1-22-1 078-592-7573 078-595-1297

8 神戸市立北神図書館 651-1302 神戸市北区藤原台中町1-2-2 078-981-8210 078-981-8220

9 神戸市立新長田図書館 653-0835 神戸市長田区細田町7-1-27 078-691-1600 078-691-2181

10 神戸市立須磨図書館 654-0035 神戸市須磨区中島町1-2-3 078-735-7444 078-735-4313

11 神戸市立垂水図書館 655-0893 神戸市垂水区日向1-5-1 078-709-7712 078-709-7713

12 神戸市立西図書館 651-2273 神戸市西区糀台5-6-1 078-991-8311 078-992-2583

13 尼崎市立中央図書館 660-0826 尼崎市北城内27 06-6481-5244 06-6481-2142

14 尼崎市立北図書館 661-0033 尼崎市南武庫之荘3-21-21 06-6438-7322 06-6438-7344

15 西宮市立中央図書館 662-0944 西宮市川添町15-26 0798-33-0189 0798-33-2266

16 西宮市立北部図書館 669-1134 西宮市名塩新町１ 0797-61-1706 0797-61-1708

17 西宮市立鳴尾図書館 663-8178 西宮市甲子園八番町1-20 0798-45-5003 0798-45-5004

18 西宮市立北口図書館 663-8035 西宮市北口町1-2 0798-69-3151 0798-64-5058

19 芦屋市立図書館 659-0052 芦屋市伊勢町12-5 0797-31-2301 0797-31-2321

20 伊丹市立図書館 664-0895 伊丹市宮ノ前3-7-4 072-783-2775 072-784-8091

21 伊丹市立図書館　南分館 664-0865 伊丹市南野2-3-25 072-781-7333 072-781-7899

22 伊丹市立図書館　北分館 664-0007 伊丹市北野4-30 072-770-0519 072-770-7708

23 伊丹市立図書館　神津分館 664-0842 伊丹市森本1-8-22 072-764-5991 072-764-5992

24 宝塚市立中央図書館 665-0836 宝塚市清荒神1-2-18 0797-84-6121 0797-81-0598

25 宝塚市立西図書館 665-0034 宝塚市小林2-7-30 0797-77-1222 0797-77-2199

26 川西市立中央図書館 666-0033 川西市栄町25-1 072-755-2424 072-755-2458

27 三田市立図書館 669-1535 三田市南が丘2-11-57 079-562-7300 079-562-7301

28 三田市立図書館  ウッディタウン分館 669-1321 三田市けやき台1-4-1 079-565-2236 079-565-2229

29 猪名川町立図書館 666-0257 川辺郡猪名川町白金1-74-16 072-766-3238 072-766-8345

30 あかし市民図書館 673-8567 明石市大明石1-6-1　4F 078-918-5800 078-913-6071

31 明石市立西部図書館 674-8567 明石市魚住町中尾702-3 078-918-5675 078-947-2754

32 加古川市立中央図書館 675-0101 加古川市平岡町新在家1224-7 079-425-5200 079-425-6696

33 加古川市立加古川図書館 675-0038 加古川市加古川町木村226-1 079-422-3471 079-425-7048

34 加古川ウェルネスパーク図書館 675-0058 加古川市東神吉町天下原370 079-433-1122 079-434-2312

35 加古川海洋文化ｾﾝﾀｰ図書室 675-0136 加古川市別府町港町16 079-436-0940 079-441-0051

36 高砂市立図書館 676-0805 高砂市米田町米田927-21 079-432-1355 079-432-1322

37 西脇市図書館 677-0057 西脇市野村町茜が丘16番地の1 0795-23-5991 0795-25-2220

38 三木市立中央図書館 673-0433 三木市福井1933-12 0794-83-1313 0794-83-1314

39 三木市立吉川図書館 673-1114 三木市吉川町吉安246-1 0794-72-1108 0794-72-1109

40 三木市立青山図書館 673-0521 三木市志染町青山3-15-2 0794-87-8000 0794-87-7100

41 小野市立図書館 675-1366 小野市中島町64 0794-62-0456 0794-62-0606

（令和 元年5月1日現在）

兵庫県内公立図書館一覧

No 館（室）名 郵便番号 所在地

連絡先

電話番号 Fax番号



（令和 元年5月1日現在）

兵庫県内公立図書館一覧

No 館（室）名 郵便番号 所在地

連絡先

電話番号 Fax番号

42 加西市立図書館 675-2312 加西市北条町北条28-1 0790-42-3722 0790-45-3133

43 稲美町立図書館 675-1114 加古郡稲美町国安1286-1 079-492-7800 079-496-5074

44 播磨町立図書館 675-0156 加古郡播磨町東本荘1-5-55 079-437-4500 079-437-5362

45 加東市中央図書館 673-1431 加東市社123 0795-42-8000 0795-42-8010

46 加東市滝野図書館 679-0292 加東市下滝野1369-2 0795-48-3003 0795-48-5526

47 加東市東条図書館 673-1311 加東市天神66 0795-47-6050 0795-47-1617

48 多可町図書館 679-1133 多可郡多可町中区糀屋434-11 0795-32-5170 0795-32-5171

49 姫路市立城内図書館 670-0012 姫路市本町68-258 079-289-4888 079-289-1896

50 姫路市立図書館　網干分館 670-1255 姫路市網干区垣内南町1429-6 079-274-1495 079-274-4905

51 姫路市立図書館　花北分館 670-0806 姫路市増位新町1-24 079-285-1581 079-285-1581

52 姫路市立図書館　飾磨分館 672-8044 姫路市飾磨区下野田1-1 079-235-8555 079-235-8555

53 姫路市立図書館　東光分館 670-0835 姫路市幸町94 079-288-2871 079-288-2871

54 姫路市立図書館　白浜分館 672-8023 姫路市白浜町甲396-8 079-245-3222 079-245-3222

55 姫路市立図書館　安室分館 670-0081 姫路市田寺東2-7-14 079-298-8750 079-298-8750

56 姫路市立図書館　青山分館 671-2222 姫路市青山5-2-1 079-266-7703 079-266-7703

57 姫路市立図書館　広畑分館 671-1116 姫路市広畑区正門通3-7 079-238-1044 079-238-2666

58 姫路市立図書館　手柄分館 670-0966 姫路市延末149-1 079-289-1044 079-289-1044

59 姫路市立図書館　東分館 671-0232 姫路市御国野町御着283-15 079-252-8001 079-252-8002

60 姫路市立図書館　安富分館 671-2401 姫路市安富町安志1151 0790-66-2975 0790-66-2976

61 姫路市立図書館　香寺分館 679-2151 姫路市香寺町香呂239-1 079-232-8020 079-232-8066

62 姫路市立図書館　夢前分館 671-2103 姫路市夢前町前之庄2160 079-336-1466 079-336-1466

63 姫路市立図書館　家島分館 672-0101 姫路市家島町真浦2137-1 079-325-2331 079-325-1639

64 相生市立図書館 678-0053 相生市那波南本町11-1 0791-23-5151 0791-22-7164

65 たつの市立龍野図書館 679-4165 たつの市龍野町本町57-1 0791-62-0469 0791-62-3455

66 たつの市立新宮図書館 679-4311 たつの市新宮町宮内75-1 0791-75-3332 0791-75-3332

67 たつの市立揖保川図書館 671-1621 たつの市揖保川町正條354-1 0791-72-7666 0791-72-7271

68 たつの市立御津図書館 671-1331 たつの市御津町岩見315-6 079-322-1007 079-322-1007

69 赤穂市立図書館 678-0232 赤穂市中広907 0791-43-0275 0791-43-6291

70 上郡町立図書館 678-1231 赤穂郡上郡町上郡459-1 0791-52-1125 0791-52-4611

71 いちかわ図書館 679-2315 神崎郡市川町西川辺715 0790-26-3055 0790-26-0237

72 福崎町立図書館 679-2215 神崎郡福崎町西治360-1 0790-22-3790 0790-22-5533

73 太子町立図書館 671-1561 揖保郡太子町鵤1310-7 079-277-1580 079-277-5684

74 佐用町立図書館 679-5301 佐用郡佐用町佐用2585 0790-82-0874 0790-82-0313

75 宍粟市立図書館 671-2576 宍粟市山崎町鹿沢81 0790-62-4620 0790-62-9688

76 豊岡市立図書館 668-0042 豊岡市京町5-28 0796-23-6151 0796-24-1819

77 豊岡市立図書館　城崎分館 669-6195 豊岡市城崎町桃島1057-1 0796-21-9072 0796-32-2714

78 豊岡市立図書館　竹野分館 669-6292 豊岡市竹野町竹野1585-1 0796-21-9078 0796-47-1548

79 豊岡市立図書館　日高分館 669-5391 豊岡市日高町祢布920 0796-21-9060 0796-42-6006

80 豊岡市立図書館　出石分館 668-0292 豊岡市出石町内町1 0796-21-9010 0796-52-6191

81 豊岡市立図書館　但東分館 668-0393 豊岡市但東町出合150 0796-21-9036 0796-54-1025

82 新温泉町立加藤文太郎記念図書館 669-6702 美方郡新温泉町浜坂842-2 0796-82-5251 0796-82-5250



（令和 元年5月1日現在）

兵庫県内公立図書館一覧

No 館（室）名 郵便番号 所在地

連絡先

電話番号 Fax番号

83 朝来市和田山図書館 669-5213 朝来市和田山町玉置861 079-672-1700 079-672-1733

84 丹波篠山市立中央図書館 669-2206 丹波篠山市西吹88-1 079-590-1301 079-594-5450

85 丹波篠山市民センター図書コーナー 669-2321 丹波篠山市黒岡191 079-552-0394 079-552-4680

86 丹波市立中央図書館 669-3602 丹波市氷上町常楽233 0795-82-7100 0795-82-7200

87 丹波市立市島図書館 669-4322 丹波市市島町上田814 0795-85-2733 0795-85-3113

88 丹波市立青垣図書館 669-3892 丹波市青垣町佐治114 0795-87-1111 0795-87-1525

89 丹波市立春日図書館 669-4192 丹波市春日町黒井496-2 0795-74-1611 0795-74-2855

90 丹波市立山南図書館 669-3198 丹波市山南町谷川1110 0795-77-0336 0795-77-2825

91 丹波市立柏原図書館 669-3309 丹波市柏原町柏原5528 0795-72-0313 0795-72-2551

92 洲本市立洲本図書館 656-0021 洲本市塩屋1-1-8 0799-22-0712 0799-26-3155

93 洲本市立五色図書館 656-1325 洲本市五色町鮎原南谷59 0799-32-1693 0799-32-0647

94 淡路市立津名図書館 656-2131 淡路市志筑818-1 0799-62-2345 0799-62-4338

95 淡路市立東浦図書館 656-2305 淡路市浦148-1 0799-74-0251 0799-74-0257

96 南あわじ市立図書館 656-0501 南あわじ市福良甲300 0799-53-0234 0799-53-0235

97 神河町中央公民館図書室 679-3116 神崎郡神河町寺前64 0790-34-1450 0790-34-1285

98 養父市公民館図書室（八鹿） 667-8651 養父市八鹿町八鹿1675 079-662-6141 079-662-3201

99 養父市公民館図書室（養父） 667-0198 養父市広谷250 079-664-1141 079-664-1363

100 養父市公民館図書室（大屋） 667-0311 養父市大屋町大屋市場20-1 079-669-0120 079-669-1682

101 養父市公民館図書室（関宮） 667-1105 養父市関宮637 079-667-2331 079-667-3213

102 香美町立香住区中央公民館図書室 669-6544 美方郡香美町香住区香住114-1 0796-36-3764 0796-36-3568

103 兵庫県議会図書室 650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 078-362-3722 078-362-9031

104 ひょうご労働図書館 650-0011 神戸市中央区下山手通6-3-28 078-367-3895 078-367-3896

105 兵庫県立こどもの館児童図書室 671-2233 姫路市太市中915-49 079-267-1153 079-266-4632



ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）概要    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家庭での読書の習慣付けの重要性の理解促進   

◆家庭における読書活動の実践 

 ・保護者による絵本、物語の読み聞かせ 

・家読（うちどく） 

◆県・市・町における家庭への支援 

  ・ブックスタート（乳幼児検診時の読み聞かせ

等）の実施 

・家族で利用しやすい公立図書館の環境づくり 

家庭 
【幼稚園・保育所等】 

◆絵本や物語に親しむ活動 

・教育要領等に基づく、環境整備 

◆家庭・地域との連携 

  ・保護者への啓発、保護者向け講座 
 

【小学校、中学校】 

◆読書習慣の定着・指導の充実 

  ・言語活動の充実、教科学習との連携 

 ・探究型授業の実施 

◆家庭・地域との連携 

  ・保護者への啓発、保護者向け講座 

  ・図書選定 
 

【高等学校】 

◆読書習慣の定着・指導の充実 

  ・本の薦め合い、ビブリオバトル等の実施 

◆家庭・地域との連携 

  ・図書館コーナー運営への参画 

  ◆読解力向上のための読書活動の研究 

  ・リーディングスキルテストの活用等 
  

【障害のある児童生徒等】 

◆豊かな読書活動のための整備 

・視聴覚機器等の活用 

  ・多言語による資料の充実 
 

【学校図書館の機能強化・人材育成】 

◆計画的な整備・充実 

  ・ICT 環境の充実によるメディアセンター化 

  ・授業改善に資する運営 

 ◆学校司書の研修等の実施 

学校等 

【公立図書館】 

◆子どもの読書活動を推進するための機能強化 

  ・中高生コーナーの設置、司書の資質向上 

◆学校、学校図書館との連携 

 ・団体貸し出し、移動図書館 

◆読書活動を推進するための情報発信 

  ・広報誌、SNS 等による普及啓発、お話会 

    ［県立図書館の活性化］ 
 

【社会教育関係団体等】 

◆読み聞かせの実施等の積極的な展開 

◆多様な関係団体との連携 

  ・ボランティア団体、ＰＴＡ等 

◆人材育成・資質向上 

・研修の実施 

地域 

 

◆「子ども読書の日」や読書週間を中心とした啓発活動の推進 
◆市町の子ども読書活動推進計画 
◆読書活動の普及啓発に向けた取組の実施及び交流 
◆優れた取組の奨励 

◆社会教育関係団体の役割 

◆県内大学との連携強化 

各種推進団体の支援 子どもの読書活動を推進するための全県的な取組の推進 

【取組の方向性】 ○ 子どもの発達段階に応じた“本に出会い、触れる機会の充実”[不易] 

○ 子どもの読書活動を支える人材育成及び環境整備[不易] 

○ 新しい時代への対応[流行] 
・ ＩＣＴ技術の進展や出版形態の多様化に伴う読書環境の変化への対応 
・ 子どもが集まる図書館づくりへの移行の促進、ＩＣＴ環境への対応 

家庭・地域・学校における読書活動の推進 

子どもの読書活動に関する支援体制の充実 

【基本方針】  読書を通じて、豊かな心を育む 

～本への関心を高め、読書習慣の定着を図る～ 

［令和２年度～令和５年度］ 

【現    状】 ○ 本を読む子どもの割合は依然低い（小・中・高とも全国平均を下回る） 

○ 家庭での絵本の読み聞かせ等の時間の減少（家庭により差が大きくなっている） 

○ スマートフォンの普及等による読書環境への影響 
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提出された意見等の概要とこれに対する考え方 

 
案   件   名 ： 「ひょうご子どもの読書活動推進計画（第４次）」（素案） 

意 見 募 集 期 間 ： 令和２年２月７日（金）～２月27日（木） 

意 見 等 の 提 出 件 数 ： 76件（26人） 

反 映 状 況 別 内 訳 ： ①「 ご 意 見 を 反 映 」… 10件 

②「 既 に 盛 込 み 済 」…  2件 

               ③「今後の取組の参考」… 41件 

               ④「 そ の 他 」… 23件 

 

①【ご意見を反映】としたもの 

 

第１章 第３次計画の実績と課題 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

１ 総括 

Ｐ３ 

(関連Ｐ15、33) 

 

「ＩＣＴ環境の変化も読書時間の減

少に影響を与えている」については、Ｐ

15「ＩＣＴ機器を巡る環境変化を踏まえ

た読書活動の推奨方策を検討する必要

がある」と前向きな書きぶりで推進しよ

うとしているが、前段でのマイナス感は

否めない。「与えてきた」ではいけない

のか。 

Ｐ33「ＩＣＴセンター」の記述も併せ

てＧＩＧＡスクール構想による一人一

台ＰＣ配置を念頭に置いた、更に一歩踏

み込んだ記述が必要ではないか。 

 

 

１ 

 

本計画策定により、新しい時代に

ふさわしい読書活動の推進を目指す

ことから「影響を与えている」を「影

響を与えてきた」に修正します。（Ｐ

３、Ｐ15） 

 

ご意見を踏まえ、学校図書館の「メ

ディアセンター化」に「ＩＣＴセン

ター」「ＧＩＧＡスクール構想」に関

する記述を追加しました。（Ｐ33） 

 

２ 主な取組指標 

の状況 

Ｐ７ 

 

 

「県立図書館における講演会・研究

会」の実施について、実施回数に加えて、

参加人数も掲載したほうが良い。また、

学校司書対象の研修があれば、明記する

ことを希望。 

 

 

１ 

 

 

ご意見を踏まえ、県立図書館の活

動実績を追記します。 

追記内容は、平成30年度における

研修会の参加人数です。（Ｐ７） 

 

第２章 社会環境等の変化 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

第２章 

４ 情報通信手段 

及び出版形態の 

多様化による読 

書活動の変容 

Ｐ15 

 

ＩＣＴの普及による読書環境への影

響について言及すべきと思われる。 

「本」というツールを利用してもらう

ためには、電子情報機器が持つ機能の一

つである聴覚刺激を追加することが絶

対に必要である。 

 

例）「本」に書かれていることを文章と

実物がある空間で体験する活動の推進 

 

 

１ 

 

 

ご意見を踏まえ、ＩＣＴ環境の整

備の進展に伴い、多様な学びを実践

する場として学校図書館の在り方

も変化していく必要があると考え

ます。 

本計画に具体的な事例を明記し、

学校図書館のメディアセンター化

の推進を図っていきます。（Ｐ33） 
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Ｐ16 

 

「身近に感じることは極めて効果的

である」の表現がわかりにくい。「身近

に感じるための方策としては極めて有

効である」という意味か。 

 

 

１ 

 

表現がわかりにくいため、「身近

に感じるための方策としては極め

て有効である」という記載に修正し

ます。（Ｐ16） 

 

 

Ｐ16 

 

いかに子どもたちの周囲の環境を整

えるかも重要な課題である。国において

も児童生徒一人一台のパソコン（タブレ

ット）が計画されている。ＩＣＴを活用

し、手軽に読みたい本が探せるシステム

の構築や、タブレット端末を活用した電

子書籍が導入されると子どもたちが進

んで読み進める読書環境が整備される

かと思われる。 

 

１ 

 

読書をめぐる環境の変化も踏ま

え、新しい時代にふさわしい読書活

動のあり方を検討し、環境を整えて

いくことが重要な課題です。ＩＣＴ

環境の整備の進展に伴い、多様な学

びを実践する場として学校図書館

の在り方も変化していく必要があ

ると考えます。 

本計画に具体的な事例を明記し、

学校図書館のメディアセンター化

の推進を図っていきます。（Ｐ33） 

 

 

第３章 ひょうご子どもの読書活動のめざす姿 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

Ⅰ 基本的方針 

１ 基本方針 

 
読書を通じて豊かな心を育む～「本」

への関心を高め、読書習慣の定着を図る

～ではないか。具体的な事柄をサブテー

マとすべき。 

 

 

１ 

 

「読書を通じて豊かな心を育む」

は、読書活動の本質的なものである

ことから、ご意見を踏まえ、基本方

針を「読書を通じて、豊かな心を育

む ～本への関心を高め、読書習慣

の定着を図る～」とします。（Ｐ17） 

 

 

基本方針は、メインとサブが反対であ

れば理解できるが、それでは読書習慣の

定着から離れてしまう。不易とまで記載

されている取組の方向性にある「本に出

会い、触れる機会の充実」の方が良いよ

うに思う。  

Ｐ16 にある読書の有効性は、読んでこ

そ得られるものであることを再確認し、

基本方針を設定していただきたい。 
 

 

１ 

 

「読書を通じて豊かな心を育む」

は、読書活動の本質的なものである

ことから、ご意見を踏まえ、基本方

針を「読書を通じて、豊かな心を育

む ～本への関心を高め、読書習慣

の定着を図る～」とします。（Ｐ17） 

 

 

Ⅲ 子どもの読書

活動に関する支

援体制の充実 

１ 子どもの読

書活動を推進

するための全

県的な取組の

推進 

(3) 優れた取組

の奨励  

 

「Ⅱ 家庭・地域・学校における子ど

もの読書活動の推進」の章に、図書館を

使った調べる学習コンクールを入れて

はどうか。同コンクールは県内でも４つ

の地域コンクールが開催されている。公

立図書館・学校・学校図書館・地域の支

援による読書活動推進の取組であると

考える。 

 

 

 

１ 

 

 

コンクールを開催することで図

書館を活用し、本に触れる機会が増

えるなど、子どもたちが本に関心を

持つための取組として有効である

ため、「優れた図書館の取組」とし

て追記します。（Ｐ35） 
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その他 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

全体的なこと 

 

以下の表記を修正すべき。 

①本 → 「本」 

②子ども達 → 子どもたち 

③Ｐ23(3)その他 公民館図書室、児童

館における（読書活動の）推進 

④Ｐ24イ「地域学校協働活動」等におけ

る(読書活動の)推進、以下Ｐ26の１行目 

Ｐ27の２行目 Ｐ28の１行目 Ｐ29の

１行目 

⑤Ｐ28(2) ア(ｱ)学校図書館図書標準の

計画的な達成による児童生徒の健全な

教養の育成に資する（適切な）資料構成 

⑥Ｐ28(ｷ)教職員 Ｐ29(ｸ)全教職員 

→ すべての教職員 

 

 

１ 

 

ご意見いただいた箇所について

は、簡略化するなど十分意が伝わら

ない表記となっているため、本計画

の趣旨を踏まえ、以下のとおり対応

します。 

①素案のままとします。 

②「子どもたち」とします。 

③「読書活動の」を追記します。 

④「読書活動の」を追記します。 

⑤「適切な」を追記します。 

⑥「すべての」とします。 

 

コラム欄（Ｐ25） 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

県立図書館リニュ

ーアル 

P25 

 

県立図書館の「学校サポートプロジェ

クト」の充実、「ふるさとがわかるデー

タベース」の啓発などの取組を掲載し、

県立図書館としての役割や取組のＰＲ

を図ってはどうか。 

 

 

１ 

 

県立図書館の子どもの読書活動

に関する具体的な取組を明確にし、

役割をＰＲしていきたいと考えま

す。（Ｐ25） 
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②【既に盛込み済み】としたもの 
 

第１章 第３次計画の実績と課題 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

２ 主な取組

指標の状況 

Ｐ５ 

 

法令で定められている司書教諭の現状や

役割の重要性については、記述しないのか。 

 

１ 

 

司書教諭の現状や役割等につい

ては、Ｐ34に記載することで対応し

ております。 

 

 

第３章 ひょうご子どもの読書活動のめざす姿 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

４－５ 

学校図書館の

機能強化 

Ｐ32 

 

地域によって学校の図書館の整備が進ん

でいない地域がある。図書室にＰＣが置か

れ、システムができている学校と代本板を

置いて本を貸し出す学校もある。子どもた

ちが図書室に行って本を借りたいと思える

環境も大切だと思われる。蔵書室等も備え

た図書室等の整備も一方では必要である。

ソフト面だけではなく、ハード面の充実を

図ることも読書活動の推進には必要ではな

いか。 

 

１ 

 

子どもの読書活動を推進する上

での課題は、各地域により様々であ

ると思います。学校図書館の整備・

充実については、それぞれの実情に

応じて工夫して進められることが

大切だと考えます。今後、学校と公

立図書館との連携だけでなく、課題

別に地域間で情報を共有し解決に

向け、取組を進める機会を設けるな

ど、各市町で有益な計画が策定され

るよう支援していきたいと考えま

す。 
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③【今後の取組の参考】としたもの 

 

第１章 第３次計画の実績と課題 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

１ 総括 

Ｐ３ 

 

子どもたちの読書に関わるデータとして

全国学力学習状況調査の結果が使われてい

るが、このデータのみをもって、子どもた

ちの読書に関する意識が分析されているの

であれば、疑問を感じる。子どもの今後の

読書活動の推進に使えるデータであるかど

うかについて、きちんと議論してもらいた

い。 

 

 

１ 

 

 

全国学力・学習状況調査は現在の

子どもの読書習慣を表す一つの指

標となるものと考えます。読書をめ

ぐる環境の変化も踏まえ、本データ

以外にも新たな指標を検討してま

いります。 

 

２ 主な取組

指標の状況 

Ｐ９ 

 

 

 

蔵書のデータベース化について、県立高

校については一時期、県の施策として予算

措置を行い、ある程度進めることができた

が、近年はその支援がなく、また、予算措

置がなくても継続的に指導を行わないと実

績値が下がる一方ではないか。 

 

 

１ 

 

適切な読書環境を確保するため

には蔵書のデータベース化は重要

です。司書教諭等を対象に、読書環

境の充実化を図る研修を実施する

など継続的な支援を行っていきた

いと考えます。 

 

 

第３章 ひょうご子どもの読書活動のめざす姿 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

Ⅰ 基本的方針 

Ｐ17 

 

 

 

 

 

 

 

 

本は、子どもたちにとって、娯楽の一部

であり、余暇を過ごす一つの手段でまずあ

ってほしいと思う。読書･本＝勉強という感

覚が以前より多くなっている気がしてなら

ない。本が勉強に位置づけられてしまうよ

うであれば、本から子どもたちが離れてい

くのは当然だと考える。読書離れが、ＩＣ

Ｔ環境の変化が理由としてあげられること

は理解できるが、ＩＣＴは子どもたちにと

って遊びであることを忘れてはならないと

思う。 

 

１ 

 

余暇を過ごすうえで読書活動は

とても大切であると考えます。趣味

嗜好に関する本やスポーツや芸術

文化といった本など親しみやすい

題材を扱った本は、興味・関心を高

めるうえで有効であると考えます。 

また、ＩＣＴ機器を効果的に活用

することで、子どもたちの主体的な

読書活動につなげることができる

と考えます。今後の取組の参考とさ

せていただきます。 

 

 

「読書は、本来なんのためにするのか」と

考えたとき、自分自身のためにするのであ

って、人のためにするものではない。電子

書籍等、個々にあったやり方で「本」に親

しめればいいのではないか。平日、30分以

上読書をする児童生徒の割合が提示されて

いるが、子どもたちは多忙の中、30分の読

書をするのは困難ではないか。 

 

１ 

 

紙や電子機器といった媒体の差

異に関わらず、個に応じた方法で

本・活字に親しむことにより読書習

慣の定着を図っていくことが大切

だと考えます。 

「平日、30分以上読書をする児童

生徒の割合」を子どもたちの状況を

把握するための１つの指標とし、子

どもたちが本への関心を高め、主体

的に読書へ向かう取組を進めてい

いきます。 
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文学作品(韻文を含む)を読む意義、説明

的文章を読む意義、読書活動等の情宣・周

知について素案の中でもいくらか触れられ

てはいるが、とりわけ子どもたちやその保

護者・指導者らに対して、そもそもの「作

品・文章を読むこと」の意義や「読書活動」

の意義そのものについて、さらなる理解を

生み出すための情宣や周知の努力を計画の

段階から図ってほしい。 

 

 

１ 

 

本推進計画を実効性あるものと

するためにも、全県的な場で発信す

ることが大切だと考えます。その上

で読書活動の意義等についても理

解を図ってまいります。 

  

インターネットやスマートフォンは学習

素材としても大変有効である。ネット関係

と紙媒体の本による読書の共存ができれば

子どもの学力も生活力も向上すると思われ

る。 

今後は、親世代への働きかけにも力を入

れ、幼少期から「本が好きな子ども」を育

成していく必要があるのではないか。 

 

 

１ 

 

技術革新に伴うライフスタイル

の変化に柔軟に対応するため、紙媒

体の書籍を推奨しつつ、電子書籍で

の読書活動も含め、本・活字に親し

むことによる読書習慣の定着を図

っていきたいと考えます。 

 

そもそも読書活動は「紙媒体の本を読む」

ではないのだという認識がいるのではない

か。 

ＩＣＴを利用したうえで、「読書活動」と

同程度の知識育成、人間性の育成につなが

る方向性を模索していくべき。 

 

 

１ 

 

技術革新に伴うライフスタイル

の変化に柔軟に対応するため、紙媒

体の書籍を推奨しつつ、電子書籍で

の読書活動も含め、本・活字に親し

むことによる読書習慣の定着を図

っていきたいと考えます。 

 

Ⅱ 家庭・地

域・学校にお

ける子ども

の読書活動

の推進 

 

１ 発達段階

に応じた読

書活動の推

進 

Ｐ20 

 

小学校、中学校と分けて取組の方向を示

す方が良いと感じる。言語機能が充実する

８歳から10歳の取組が特に重要だと聞く。

８歳までの本との出会い、11歳からの読書

の質の向上等、加えて、中学生の読書時間

の低下など、それこそ発達段階に応じた取

組の方向を示してもらえると有り難い。小

６、中３の学力調査における質問紙のデー

タ結果だけでは、子どもたちの実態がつか

み切れていないように感じる。さらなる実

態把握の方法検討及び全国学力調査の設問

の結果の向上を望む指標設定については検

討願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

発達段階ごとの特徴の傾向によ

り取組も変化していかなければい

けないと考えますが、義務教育段階

と高等学校段階という峻別で各市

町、学校にとってわかりやすい記述

となるようにいたしました。 

また、全国学力・学習状況調査は

現在の子どもの読書習慣を表す一

つの指標となるものと考えますが、

読書をめぐる環境の変化も踏まえ、

本データ以外にも新たな指標を検

討し、有効な調査結果が得られるよ

うにしていきたいと考えます。 
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２ 家庭にお

ける読書活

動の推進 

Ｐ21 

 

良い本との出会いは、人との出会いや口

コミが大きい。知識の継承をしていくこと

ができれば、次世代にもつながっていくの

ではないか。子育てイベントでは、自分が

本当に聞きたい、興味のある本のコーナー

（ジャンル）ごとに読み聞かせをおこなっ

たり、おすすめポイントを伝えたりするな

ど、人材を活用して双方向で読書の楽しさ

を広めていくとよい。 

 

 

１ 

 

ご指摘の観点は、第３章のⅢ「子

どもの読書活動を推進するための

全県的な取組の推進」の中で記載し

ています「子ども読書の日」や読書

週間などを中心とした啓発活動に

より、「良い本との出会い」の場を

設定するなど、本の素晴らしさや子

ども読書の大切さを伝えるための

周知を図っていきたいと考えます。 

 

読書は習慣であり、その習慣は家庭で培

われるものである。乳幼児期から親が読み

聞かせ、やがて、自分の興味関心に応じた

本に出会っていくものである。そういう意

味では、素案にもある「家読」の推進は現

代のニーズに合致していると思われる。家

族（親）も含めて読書に親しむことはメデ

ィア漬けの毎日からの脱却にもつながる。

読書マイスターや子ども司書など子どもの

意欲につながる取組も広く設けていただき

たい。 

 

 

１ 

 

子どもたちが読書活動に自主的

に取り組めるよう、乳幼児期からの

家庭における読み聞かせや家読に

は重要な役割があると考えます。読

書マイスターや子ども司書など子

どもの意欲につながる取組が県内

各地で展開していけるよう広く紹

介していきたいと考えます。 

 

「取組の方向」として重点が４つあげら

れているが、具体的な取組が見えてこない。

とても大事な内容ではあるが、特に指標も

示されているわけでもないので、重点であ

る限りは、もう少し、具体性のある記述を

してほしい。 

 

 

１ 

 

家庭における取組については、県

として望ましいと考えられる取組

を奨励すること及び、行政による支

援方策を記載しています。 

これに基づき、家庭における読書

活動が活発なものとなるよう周知

を図っていきたいと考えます。 

 

 

家庭、子育て支援の観点から、乳幼児検

診時のブックスタートの実施についての具

体的施策を計画してほしい。 

 

１ 

 

各市町では福祉部局と連携した

取組が進められ、引き続き、家庭や

地域の実態に応じた取組を進める

ことが大切であると考えます。ブッ

クスタートの好事例等も積極的に

情報提供していきたいと考えます。 

 

 

「家読」の実施については、幼少期には

意味のあることかも知れないが、それを中

高まで進めることは、家庭への余計なお節

介になる可能性があり、子どもの自我の目

覚めについても配慮が必要であるように思

われるので、実施については抑制的である

べき。 

 

 

１ 

 

子どもの発達段階や各家庭に応

じた読書活動を推進することが大

切だと考えますが、ご指摘のとお

り、特に幼少期の「家読」の実施に

向けた具体的な支援や方策につい

て今後検討していきたいと考えま

す。 
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地域の図書館の在り方について、今年度、

文科省は、「総合的な学習の時間」に学校を

離れて、休業日等、地域の施設を使って学

習した時間を一定認めるという方向を示し

た。そうなれば、子どもたちは地域の図書

館での調べ学習を行うことができる。子ど

もたちの質問や疑問に、対応できる専門的

なノウハウを持った方がいる図書館になる

ように努めていただきたい。 

 

 

１ 

 

新たな学校の取組に対応し、子ど

もの本への関心を高めるための公

立図書館の機能強化が大切だと考

えます。 

司書の研修内容を工夫し、資質向

上を目指したいと考えます。 

 

「ブックスタート等の実施」について、

乳幼児検診の際に、絵本をプレゼントする

のはいかがか。また、本を使ってどのよう

に読み聞かせをするのか、デモンストレー

ションすることも有効である。親子の様子

を見ることもでき、子どもの状態に新たな

気づきがある。 

 

 

１ 

 

ブックスタートの内容について

は、各市町の実情に応じて実施して

いただいています。 

ご提案いただいた内容について

は、乳幼児期の読書活動の推進に向

け、広く周知していきたいと考えま

す。 

 

今の子どもたちは、本との出会いも少な

く、映像･音楽などの出会いが先行している

ように感じられる。子どもたちが泣いたり、

愚図ったりすると、親のスマホで動画を見

せ、子どもの機嫌をとっているように思わ

れる。 

ブックスタートに重点を置き、家庭への支

援そして公立図書館の環境づくりは、子ど

もたちの豊かな育ちのために必要である。 

また、障害のある児童生徒に、点字本・

視聴覚機器の充実のための予算の増額な

ど、新しい時代を生きる子どもたちのため

に支援の充実をお願いしたい。 

 

１ 

 

ブックスタートをはじめ、家庭で

の読書については、家庭、地域それ

ぞれの環境において実態に応じた

工夫をし、取り組むことが重要だと

考えており、家庭・地域・関係機関

が連携して、家庭の読書活動が活性

化する方策について協議し実践い

ただきたいと考えています。 

また、誰もが安心して読書ができ

る環境づくりを目指し、障害のある

児童生徒への、点字本・視聴覚機器

の充実を図っていきたいと考えま

す。 

 

 

３  地域にお

ける読書活

動の推進 

３－１ 

公 立 図 書

館における

推進 

Ｐ22 

 

教育現場に携わる中で、読書活動により

身に付けられる力の大きさを実感してい

る。一方で、社会の多様化が進む中で、従

来のやり方を踏襲することだけでは不十分

である。⇒教育現場から読書活動を推進す

るためのノウハウやリソースが十分でない

ことも要因の一つであるように思う。 

自治体ごとにでもノウハウやリソースを

共有し、より読書活動を推進しやすい環境

を整備していってもらうことを求めたい。 

（学校司書の配置、もしくは待遇の向上な

どもその一つである） 

 

 

１ 

 

「いつでも、どこでも、だれでも」

読書に親しめる環境の整備を図る

ために、地域・学校・図書館が一体

となって読書活動を推進していく

ことはとても重要であると考えま

す。 

誰もが安心して読書活動を推進

しやすい環境を目指し、広く本計画

の趣旨を各市町に周知していきた

と考えます。 
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保護者の視点を図書館に向けることから

始める必要がある。最も簡単に始められる

のは、twitterやinstagramを図書館が利用

し、新刊情報やイベントの情報を保護者に

発信することである。図書館の空間が保護

者にとって魅力的であることも大切であ

る。「TSUTAYA図書館」などは、多くの方を

集めているという情報も目にする。一般企

業が介入することが良いとは思わないが、

読書に付加価値を加えている場合がある。

こうした図書館になると多くの方が来館

し、より読書が広まると考えられる。予算

等の問題で難しいこともあるかと思うが、

そういった視点も盛り込むと県民の読書の

量、質が向上するのではないか。 

 

 

１ 

 

本への関心を高めるためには、公

立図書館の魅力を伝えることは大

切であると考えます。現在も、広報

紙やホームページを活用し、子ども

の読書活動の必要性や魅力の普及、

啓発を進めておりますが、学校園と

の連携により、保護者への啓発につ

いても、ＳＮＳを活用した情報発信

について検討をするなど、図書館機

能の充実・利用サービスの向上を図

っていきたいと考えます。 

 

 (2)イ 

障害のある

子ども等の読

書活動の推進 

Ｐ23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある子ども、外国につながりのあ

る子ども等の読書活動の推進という項目が

取り上げられていることは、今の時代に合

ったものだと評価できる。ただし、外国に

つながりのあるこどもについては、母国語

と日本語の併記されているものを置くべき

である。 

 

１ 

 

多文化共生センターや国際理解

センター等との連携により、母国語

と日本語を大切にした、豊かな読書

活動が行えるよう、情報保障に努め

ることが大切だと考えます。個々の

子どもの実態を把握し、豊かな読書

活動が行えるよう、読書環境の充実

を図っていきたいと考えます。 

 

 

外国につながりのある子どもの読書活動

の推進について、公立図書館に、ぜひ外国

語の本を導入していただきたい。日本語・

英語以外の言語となると、なかなか年齢に

見合った内容のものは流通していない。幼

児期から青年期まで、それぞれの年齢に向

けた内容のものを手にできる機会があれば

よい。また、やさしい日本語を使った、年

齢に合わせた内容の本も増えるとよい。日

本語が初心者であっても、中高生であれば、

読み応えのあるものがほしい。 

 

１ 

 

多文化共生センターや国際理解

センター等との連携により、母国語

と日本語を大切にした、豊かな読書

活動が行えるよう、情報保障に努め

ることが大切だと考えます。個々の

子どもの実態を把握し、豊かな読書

活動が行えるよう、読書環境の充実

を図っていきたいと考えます。 

 

ウ 本への関

心を高める

ための公立

図書館の機

能強化 

Ｐ23 

 

 

子どもの公立図書館利用について、開館

時間の延長があると利用しやすい。都市部

では遅くまで開いているところもあり、学

校帰りでも利用できる。中高生の下校時間

には閉まっているところも多いのではない

か。曜日限定でもよいので、現実的に「行

ける」時間に開館している日が増えると、

利用も増えるのではないか。 

 

 

１ 

 

県内図書館においても既に利用

時間や時間外の返却については対

応しているところもあります。可能

な範囲で利用者が利用しやすい図

書館づくりが大切だと考えます。 
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学校司書が週に２日の勤務になっている

ので、地域のボランティアの集約をしてい

ただきたい。本好きの子どもたちが休み時

間に図書室に通いやすいように、また自分

で読むことはあまり好きではないが読み聞

かせは好きだと感じている子どもたちの受

け皿となる方の組織づくりに力を注いでい

ただきたい。 

 

１ 

 

公立図書館やＰＴＡ等と連携し、

読書活動に関して専門的な知識を

持った方やボランティア等多様な

人々の協力により、読み聞かせ等の

子どもの読書活動の機会を提供す

る取組の実施に努めることが大切

だと考えます。学校と公立図書館が

連携し、ボランティア同士のネット

ワークを図り、効果的で効率的な体

制づくりを進めていきたいと考え

ます。 

 

 

過疎化が進む地方での「回覧図書カー」

の取組をしてほしい。 

過疎化が進む地方では家庭や学校から図書

館までの物理的距離が遠く、そうなると必

然と本を借りる機会が減る。貸出・返却が

できる「図書カー」が巡回してくれるとよ

い。 

 

１ 

 

各地域により子ども読書を推進

する上での課題は様々であると思

います。今後、学校と公立図書館と

の連携だけでなく、課題別に地域間

で情報を共有し解決に向けた取組

を進める機会を設定するなど、地域

のネットワークづくりを進めてい

きたいと考えます。 

 

 

４ 学校にお

ける子ども

の読書活動

の推進 

Ｐ27 

 

これからのＩＣＴを活用した読書活動と

して、特に幼稚園や小学校ではデジタルブ

ックを大型のスクリーンに映し、効果音や

映像をつけたり、ナレーションをつけたり

するなど、臨場感を持たせて、「聞く」より

も「体験する」場を設定し、喜びや感動を

共有できる場があれば良い。そこで、感動

したところなどの発表や討論・聞く場を設

定すると、新学習指導要領の「主体的な学

び 対話的な学び 深い学び」へとつながっ

ていく。 

 

 

１ 

 

本を読み、聞くことと体験が結び

つくことによって、見えている世界

が変わったり、広がったりする、と

いう経験が子どもの読書活動には

必要であると考えます。学校のＩＣ

Ｔ環境の整備の進展に伴い、多様な

学びを実践する場として、読書活動

の充実を図っていきたいと考えま

す。 

 

４－１  

幼稚園・保育

所における

推進 

Ｐ27 

 

幼稚園・保育所でも、読み聞かせだけで

なく子ども自身が自分で手に取る絵本コー

ナーを作る取組をしていただきたい。小学

校入学までにどれだけ本に触れているか

で、語彙量にも違いが出てくる。小学校低

学年の担任経験の中で、保育所に絵本コー

ナーがあるかどうかの違いを肌で感じてき

た。読書履歴は小学校の国語や他教科への

影響も多大である。 

 

 

１ 

 

幼稚園教育要領や保育所保育指

針等の理解を促進し、絵本や物語に

親しむ活動の充実を図るため、安心

して図書に触れることができる場

の確保を重点課題として読書環境

を充実させていきたいと考えます。 
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保育所では、定期的に図書館の方や、ボ

ランティアに来ていただき、本とふれあう

時間を設定することが考えられる。 

学校においては、図書館から学校への貸

し出しや読み聞かせの提案があるとより子

どもたちが本に触れる機会を作り出せる。 

また、学校側から調べ学習に使う本の貸

し出しの依頼を電話やメール、インターネ

ット等で申請すれば学校に届けるようなサ

ービスがあると、子どもたちがより多くの

本に出会うことにつながると考える。 

 

 

１ 

 

本計画でも記載しておりますが、

学校間及び公立図書館の効率的運

営による業務改善は今後も重要な

課題であると考えています。各市町

の主体的で個性あふれる運営が図

られるよう、図書館の在り方を検討

し、各市町に有益な計画となるよう

努めたいと考えます。 

 

４－２ 

小中学校にお

ける推進 

Ｐ28 

 

 

 

 

一斉読書を実施しているか、していない

かではなく、どのような取組ができるか、

その取組を通して、子どもたちがどのよう

に変容したかを大事にしてほしい。加えて、

一斉読書の時間が今後、減少していくよう

に感じる。新学習指導要領による授業時数

確保や全国学力調査の結果向上が影響し、

短時間で実施している読書が、教科学習に

変わってしまうことが懸念される。 

 

 

１ 

 

読書の回数、日数といった形成的

な基準だけでなく、読書の内容（質

の部分）についても検討していくこ

とは大切だと考えます。読書をめぐ

る環境の変化も踏まえ、一斉読書を

含め、読書の質を高めていく施策に

努めたいと考えます。 

 

小学校の読書活動の実践として、本読み

カードを活用している。カードに週末家庭

自由読書の欄を設けている。全員に週末読

書をしてくるよう声かけをしている。児童

が読んだ本の書名を記入する。 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

小学校における貴重な実践の紹

介、ありがとうございます。様々な

機会を捉えて本計画を紹介すると

ともに、県内で取り組まれている優

れた実践を紹介していきたいと考

えます。 

 

 

１日当たり 30分以上読書する児童生徒の

割合を高めるためには、一斉読書がとても

有効だと感じている。そこで、習慣がつけ

ば自然と本を読む時間が伸びた。また、ブ

ックトークで図書に触れる機会を提供する

ことも有効だった。この推進計画をもとに

読書を通じて豊かな心を育む取組が広がっ

ていけばと思う。 

 

 

１ 

 

子どもが本に関心を持つために

は、様々な機会、場所、方法で本に

触れることが大切だと考えます。

様々な機会を捉えて本計画を紹介

するとともに、県内で取り組まれて

いる優れた実践の紹介に努めます。 

 

アニマシオン、ビブリオバトルなどは中

学校であれば、国語の授業と連携するなど

各教科との連携の中で取り上げることを提

案する。（ただし、教科の過重負担にならな

い程度） 

 

 

１ 

 

読書会やペア読書、ブックトー

ク、アニマシオンなどの図書に触れ

る機会を確保し、児童生徒の読書習

慣の定着に向けた読書指導の充実

を図ることが大切と考えます。 
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小中学校の読書習慣の定着・指導の充実

が高等学校の読書習慣の定着・指導の充実

に比べて言語活動、教科学習、探究型授業

ばかりをクローズアップされている様に思

う。小中の児童・生徒にも本の薦め合い、

ビブリオバトルは十分可能である。言い換

えれば、高等学校にこそ、言語活動や探究

型の授業を進めていかねばならないのでは

ないか。 

 

 

 

 

 

１ 

 

P28、29 の「取組の方向」に記載

のように、読書会やペア読書、ブッ

クトーク、アニマシオンなどの図書

に触れる機会を確保し、児童生徒の

読書習慣の定着に向けた読書指導

の充実を図ることが大切と考えま

す。小中学校においても、他者の考

えを吸収し、自らの考えを他者に伝

える力を養うためにビブリオバト

ルは有効であるものと考えます。 

各学校の児童生徒の実態に応じ

た取組が必要であると考えます。 

 

 

小中学校における推進について、「読書の

質」を高めていくことが必要であるとある

が、読書の質をどのようなものと考えてい

るのかを知りたい。加えて、質を高めるた

めの取組とはどのようなものか。また、取

組の方向として記載されている内容であれ

ば、どれにあたるのか。読書に質を高める

ことは、言葉的に見ても、大変重要である

と考える。ただ同時に、具体性のない言葉

でもあるので、簡単にでも示していただけ

ると有り難い。 

 

１ 

 

読書の回数、日数といった形成的

な基準だけでなく、読書の内容（質

の部分）についても検討していくこ

とは大切だと考えます。同じ本を何

度も読み直して新たな見方や考え

方に出会うことや同じジャンルの

本を読み、多角的に物事を見つめる

ことであるとか、興味のなかったジ

ャンルの本を読むことで新たな発

見をするなど子どもたちの豊かな

心を育むことに繋がる読書活動と

なるよう施策を推進して参りたい

と考えます。 

 

 

 

 

（カ）小中の連携について、読書記録をポ

ートフォリオとして進学先へ引き継ぐとあ

るが、実施可能なのか。「働き方改革」が言

われている中で、本当に必要なものだけで

よいのではないか。 

 

１ 

 

読書活動の推進という観点から

各学校の実態に対応した取組をし

ていただければと考えています。例

えば、キャリアノートに「読書」の

視点を盛り込み、実体験だけでな

く、読書活動で得たことにより影響

を受けた内容を自身の学習経験や

活動の記録として蓄積し、自らの成

長を感じられるものにしていくな

ど、既存の取組を活用していければ

と考えています。 

 

 

４－４ 

障害のある

子ども、外国に

つながりのあ

る子どもの読

書活動の推進 

Ｐ31 

 

日本語の習得が不十分な児童生徒への支

援について、日本で学び育つ「すべての子

どもたち」を「すぐれた日本語の担い手」

にするという目標を達成していくために

も、特に外国にルーツを持つ子どもたちや

海外渡航歴の長い子どもたちへの日本語習

得支援を強力に推し進めてほしい。 

 

 

 

１ 

 

多文化共生センターや国際理解

センター等との連携により、母語と

日本語を大切にした、豊かな読書活

動が行えるよう、情報保障に努める

ことが大切だと考えます。個々の子

どもの実態を把握し、豊かな読書活

動が行えるよう、読書環境の充実を

図っていきたいと考えます。 
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４－５ 

学校図書館

の機能強化 

Ｐ32 

 

多くの県立高校では、学校図書館の機能

が失われつつあるのではないか。人員の不

足から、図書館業務は分掌内の単なる一部

分となってしまっている。また、学校司書

教諭は、多忙のため、図書館業務に専念で

きる状況にない。  

読書活動の重要な部分である学校図書館

の維持・発展を年頭に置き、特に同一校に

長期的に勤務できる正規職員(実習教員)を

専任の図書館司書として配置いただきた

い。 

 

 

１ 

 

効果的な読書活動が進められる

よう、学校図書館の在り方につい

て、校内で共通理解を図り、学校と

して取り組んでいくことが大切だ

と考えます。 

 

 

 

学校図書館と公共図書館・国会図書館と

のネットワーク構築について、神戸市にお

いては、個人情報保護の観点から、ＷＥＢ

へのアクセスができない状況になってい

る。図書情報と図書台帳の作成において国

立国会図書館データベースにアクセスでき

ないことが大きな支障となっている。これ

は神戸市の課題であるが、県レベルあるい

は全国レベルで国立国会図書館だけではな

く、学校間及び公立図書館の効率的運用並

びに業務改善にもつながると思われる。 

 

 

 

 

 

１ 

 

学校図書館と公立図書館とのネ

ットワークは大切だと考えます。 

各市町の整備状況に応じて、効果

的な学校図書館の在り方を考える

必要があると考えます。 

 

中学１、２年生対象の「読書に関するア

ンケート」では、本を読む生徒の割合は低

く、「教室やグラウンドで遊ぶことが多いの

で図書館を利用しない」「本を読むのが苦

手」といった意見が多数あった。この現状

を受け止め、多くの生徒に図書館に足を運

んでもらう工夫や本を読むきっかけづくり

を文化委員会で考えた。 

①学級文庫にシリーズものを置く。 

②先生のお薦めをポップで紹介する。 

③昼の校内放送で図書館の利用を呼びかけ

る。 

④昼休みを利用して図書館で読み聞かせや

クイズ大会を開催する。 

 また、国語の授業では単元に合わせて図

書館の利用を積極的に行い、調べ物をした

り本文の引用の仕方を学んだり、本に触れ

る機会をできるだけ多く取り入れていこう

と実践している。 

 

 

１ 

 

貴重な実践と学校図書館に生徒

が足を運ぶための工夫について紹

介いただき有り難うございます。 

今後の取組の参考とさせていた

だきます。 
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インターネット環境の整備、蔵書のデー

タベース化も進める必要がある。登録・貸

し出し業務の負担も現場にとっては大きな

課題である。 

 

 

１ 

 

関係部署と連携を図りながら、可

能な範囲で工夫することも大切だ

と考えます。 

 

学校図書館を活用した学習活動を前提と

した学校図書館の環境整備推進（データベ

ース化、ＩＣＴ 対応可能、可動式書架、机、

椅子など）についての具体的施策を計画し

てほしい。 

 

１ 

 

学校図書館の環境整備について

は、関係部署と調整をしながら進め

ることが重要だと考えます。 

 また、ＩＴＣ環境の整備の進展に

伴い、多様な学びを実践する場とし

て学校図書館の在り方も変化して

いく必要があると考えます。 

県では、学校現場において、児童

生徒向けの一人一台端末と高速大

容量の通信ネットワークを一体的

に整備するＧＩＧＡスクール構想

の実現に向けた取組を推進してい

くこととしています。あらゆる児童

生徒が日常的に集い、充実した ICT

環境も活用しながら他者との交流

を深めるとともに、自己の研鑽を図

る場として、「メディアセンター化」

を進めていきたいと考えます。 

ご指摘の内容について、今後、具

体的な計画について、検討し、各市

町に有益な計画となるよう努めた

いと考えます。 

 

 

４－６ 

子どもの読

書活動を支え

る人的体制の

整備 

P34 

  

2020 年度からの新学習指導要領の全面実施

に伴い、授業時数が増加し、教職員はもち

ろんのこと、子どもたちもゆとりをもって

学校生活を送ることができなくなるのでは

ないかと懸念している。読書活動を推進す

るためには「ゆとり」が必要であり、子ど

もたちがじっくりと本と向き合える環境づ

くりが重要ではないか。そのためにも、学

校図書館司書の配置を拡充していただける

とありがたい。 

 

 

１ 

 

学校司書の配置については、引き

続きその重要性を市町等へ啓発し

ていきます。 

学校だけでなく、関係機関等と連

携し、効果的な推進を図ることが大

切だと思います。 

 

図書に関する研修はもちろんだが、ＩＣ

Ｔに関する研修を重ねることも必要であ

る。 

 

 

１ 

 

あらゆる児童生徒が日常的に集

い、充実したＩＣＴ環境を活用しな

がら他者との交流を深めるととも

に、自己の研鑽を図る場として、学

校図書館の「メディアセンター化」

を進めていきたいと考えます。その

ために、子ども読書活動を進めるた

めＩＣＴに関する研修が各地域で

実施されるよう啓発していきたい

と考えます。 
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④【その他】としたもの 

 

第３章 ひょうご子どもの読書活動のめざす姿 

項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

 

Ⅰ基本的方針 

Ｐ17 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ８「探究心や真理を求める態度」とＬ

16「探究する力」とは感じが違うが、同じ

ような意味で使っているのか。 

 

１ 

 

「物事に臨む態度」と「身につ

ける力」という意味で表記してい

ます。予測不可能な未来を生きぬ

く子どもたちに読書を通して身

につけてほしい「生きる力」とし

て記載しました。 

 

 

基本方針の中に「先哲の教えや人類の英

知、営為と出会い、社会や未来を想像し、

心震える体験をすることが可能である」な

ど、他にも大変意義深い言葉が記載されて

おり、決して批判する内容ではない。しか

しながら、読書活動の推進、本との出会い

という観点から見たとき、議論されてはい

るとは思うが、子どもたちの中に、上記の

ような気持ちを持って、本を読んでいる子

どもがどれだけいるのだろうかと考えてし

まう。個人的な考えになるかもしれないが、

本は、子どもたちにとって、娯楽の一部で

あり、余暇を過ごす一つの手段で、まずあ

ってほしいと思う。全国学力調査委、読書

に関する設問の結果が影響しているのか。

近年、子どもたちの中に、読書･本＝勉強と

いう感覚が以前より多いなって気がしてな

らない。”本を読んだら、・・・・”と、結

局、勉強ができるようになるよという大人

の声かけが増え、さらには、”本を読まない

から勉強できない”という言葉もよく耳に

するようになった。勉強がしんどいものと、

いつの時代も思うのは当たり前で、本が勉

強に位置づけられてしまうようであれば、

本から子どもたちが離れていくのは当然だ

と考える。読書離れが、ＩＣＴ環境の変化

が理由としてあげられることは理解できる

が、ＩＣＴは子どもたちにとって遊びであ

ることを忘れてはならないと思う。そうい

った意味で、第 4次計画は、読書のもたら

す効果も理解できるが、子どもたちにとっ

て、本との出会いが良いものとなるような

計画になってほしいと強く感じる。 

 

 

 

 

 

１ 

 

本が勉強にだけ位置づけられ

てしまうことは、好ましい読書の

あり方ではないと考えます。 

基本方針でも記載しています

が、読書活動は、いつの時代にも

普遍的な価値を有し、その推進

は、子どもの『豊かな心』を育む、

最も本質的かつ効果的な手段の

一つであると考えます。 
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「基本的方針」と「基本方針」にどういっ

た違いがあるのか分からない。 

 

 

１ 

 

「基本方針」の他、目標等を含

めたもの全体を「基本的方針」と

して表記しています。 

 

 

Ⅱ  家庭・地

域・学校にお

ける子ども

の読書活動

の推進 

２ 家庭にお

ける読書活

動の推進 

Ｐ21 

 

親子で食事中もスマホを触っている家庭

には、期待できない。ブックスタートや図

書館を利用するような家庭は、特にテコ入

れしなくても読書をすると思う。 

 

 

１ 

 

家庭環境は多様化しておりま

す。スマホも新たな本との出会い

の機会とするなど、多様な環境に

対応できる読書活動の取組を推

進していきたいと考えます。 

 

図書館や読み聞かせイベントに子どもを

連れていくように家庭を変えていくのは厳

しい。行く家庭は行く。 

 

 

１ 

 

公立図書館においても、家庭に

おける読み聞かせなどその意義

や方法について啓発を進めてい

くことは大切であると考えます。 

 

 

３  地域にお

ける読書活

動の推進 

３－１ 

公立図書館

における推進 

Ｐ22 

 

「本に出会い、触れる」場として図書館

が挙げられる。公立図書館については、「ア

クセスしやすい」ことがとっかかりになる

のではないかと思う。明石市のあかし市民

図書館は、駅前で立地が良く、また館内の

レイアウトも工夫されており、「本に出会い

やすい」図書館であるように感じた。 

 

 

１ 

 

図書館の運営について、まちづ

くり、観光など他の行政分野との

連携による活性化についても研

究を進めていくことが大切だと

考えます。 

 

図書館で働いている方は、本が好きな方

が多く、一生懸命、仕事をされてはいるが、

正規の方と変わらない業務をされているに

もかかわらず、非正規の方が多く、十分な

雇用条件が整っていないように感じる。中

には、十分な専門的知識を持っていない職

員も存在し、記載されている内容を推進し

ていくには大変な苦労があると思う。実施

可能な条件整備を各自治体に求めていって

ほしい。 

 

 

１ 

 

図書館は、人材育成、イベント

等の情報、ボランティア団体の活

動の支援など、地域における子ど

もの読書活動の推進に大きな役

割を果たしており、さらに多様な

学びの場の充実が求められてく

ると考えます。各市町が、本計画

で示した取組の方向性を参考に、

公立図書館と学校が連携し、計画

的、組織的な運営が図られるよう

支援していきたいと考えます。 

 

 

４－５ 

学校図書館の

機能強化 

Ｐ32 

 

子どもの読書活動を支える人的体制の整

備として、学校司書の配置がとても重要だ

と考える。 

各校に１名の学校司書を配置すること

で、よりよい学校図書館運営ができる。学

校司書の研修も大切ではあるが人的並びに

待遇改善をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

学校司書の配置については、引

き続きその重要性を市町等へ啓

発していきます。 
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全県内、小・中高校、学校図書館におけ

る学校司書（専任）の配置についての具体

的施策を計画してほしい。 

 

１ 

 

各市町の読書計画により、効果

的な読書活動が進められるよう、

学校図書館の在り方について、校

内で共通理解を図り、学校として

の方向性を示したうえで取り組

んでいくことが大切だと考えま

す。 

 

 

学校司書雇用条件の改善についての具体

的施策を計画してほしい。 

 

 

１ 

 

学校司書の配置については、引

き続きその重要性を市町等へ啓

発していきます。 

 

 

学校図書の環境整備・専門スタッフの配

置、時間の確保、外部機関との連携が今後

の読書活動の推進につながっていくと考え

る。 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域人材を活用した子どもへ

の読み聞かせや、保護者会時にお

ける啓発、公立図書館と連携した

教職員及び保護者向け講座の実

施など家庭･地域と一体となって

子どもの読書活動を推進してい

きます。 

 

学校図書館運営について、各校に学校司

書の配置をお願いしたい。学校図書館の重

要性は周知の事実ながら、現状のように、

在籍職員が通常の授業・業務をしながらの

運営は、図書館の運営や企画についてなか

なか十分な時間がとれない。図書室の環境

整備、選書についても、専門の知識をもっ

た先生にお願いできればありがたい。子ど

もが足を運ぶ場所づくりに必要なことであ

る。 

 

１ 

 

効果的な読書活動が進められ

るよう、学校図書館の在り方につ

いて、校内で共通理解を図り、学

校としての方向性を示したうえ

で取り組んでいくことが大切だ

と考えます。 

 

４－６ 

子どもの読

書活動を支え

る人的体制の

整備 

P34 

 

学校司書の配置について、明石市では複

数校(４校程度)持ち回りという体制で司書

が配置されている状況であるが、子どもた

ちの読書活動を本気で推進しようとするの

なら、やはり１校１名体制の保障をすべき

である。そのための県としての財政措置(各

市町への財政支援を含めて)とあらためて

の司書の役割・学校における努力事項等の

明示・周知を図っていただきたい。 

 

 

１ 

 

学校司書の配置については、引

き続きその重要性を市町等へ啓

発していきます。 

 

スクールアシスタントのような学校司書

または図書室アシスタント制度の導入が必

要である。学級担任を持ちつつ、図書室管

理、本の管理は厳しいので、人員配置が必

要である。 

 

 

１ 

 

学校司書の配置については、引

き続きその重要性を市町等へ啓

発していきます。 
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学校の実態として、司書教諭の免許を有

する教員が、校務分掌上位置づけられてい

る。しかし、現状は担任をはじめ、学校図

書館分野以外も数多くの業務を担ってい

る。人的体制の整備というならば、各学校

に専任司書教諭の配置が必要不可欠と考え

る。専任司書教諭配置にむけての考えや方

向性等の記述が欲しい。 

 

 

１ 

 

読書活動の推進は、司書教諭の

配置も含め、各市町、学校におけ

る読書活動の考え方やそれに伴

う体制整備が重要です。子ども読

書の重要性を市町と連携し、啓発

していきます。 

 

Ｐ28（キ）の下に（ク）図書館司書や司

書教諭の配置充実を付け加えるべき。読書

活動を推進するのなら、必要な人材である。

学校内でまかなうのではなく、定員外の人

材をきちんとつけていただきたい。 

 

 

１ 

 

Ｐ34、「４－６子どもの読書活

動を支える人的体制の整備」に記

載していますが、学校司書の配置

については、引き続きその重要性

を市町等へ啓発していきます。 

 

全体的なこと 

 

全体的にバランスよく議論されていて、

昨今の課題を適切に網羅している。 

学校教育と社会教育、家庭教育の役割や

行政の責務などははっきりと記述されてい

て好感が持てる。 

 

 

１ 

 

子どもを取り巻く環境の変化

は著しいものがあります。十分に

実態を把握して本計画を推進す

ることが大切だと考えます。 

 


